
JUNE 2012 No.45 ● 6

特 集　アフリカ

希望と発展の大陸



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEmail）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEmailでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）
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54 の国から構成されているアフリカ大陸。
日本からその広大な大地に足を運んだことがある人は
一体どのくらいいるだろうか。
一般的には、貧困、紛争、飢餓といったイメージが先行しがちだが
実は、天然資源や人材の宝庫として注目を浴びているこの地域。
JICAもその可能性を成長につなげるべく
包括的な支援を展開中だ。
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（出典）外務省ホームページ、African Economic Outlookほか

希望と発 展の大陸

国　数 ： 54カ国
面　積 ： 3,026万㎢（世界の22.2％）
人　口 ： 10億3,100万人（2010年）
人口増加率 ： 2.1％（2005-10年）
経済成長率 ： 5.5%（2002-10年平均）
日本への輸出品 ： 原油、自動車、白金、
　　　　　　　  タコ、鉄鉱石など
日本からの輸入品 ： 自動車、トラック、タンカー、
　　　　　　　　  自動車部品、エンジンなど
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05                         June 2012 June 2012                         04

○c Getty Images



ALALA GEGEGERIRIRIAAA

NISIANISIISSTUTUTUNININN SS

LILILIBYBYBYAAA
EGEGEGYPYPYPTTT

SUSUSUSUDADADADDADANN

ETETHIHIH OPOPIAIA

SOSOSOS MAMAMALILIAA

KEKEK NYNYYYYNN AAA

TATATAT NZNZNZNNZNZANANANANIAIAIA

DEDEDEDED M.M.MM.M  R RRRREPEPEPEPEP...
OFOFOFOOFF

COCOCOCOCOCONGNGNGNGNGOOOOO

ANANANANANA GOGOGOGOGOGOLALALALALA

NANANAANAAMIMIMIMIIMIBIBIBIBIBIB AAAAAA
BOBOBOBOOOTSTSTSTSTSTSWAWAWAAWAWANANANANANAA

ZAZAZAZAZAZ MBMBMMBMBMBBIAIAIAIAAIAA

ZIZIZIZIIMBMBMBMBMMBMM ABABAABBABWEWEWEWEWEW

LELELEEELESOSOSOSOOS THTHTHHTHT OOOOO
WAZILANDWSWSWSWW

ZAMBIQUEZAMOMOMMMOOZAZAZAZZ

DAGASCARDAMAMAMADADADADA

COMOROSOOOO

REREREERER P.P.PP  O OOOOOF F FFFF SOSOSOSSOSOUTUTUTUTUTU H H HH AFAFAFAFAFA RIRIRIRIRR CACACAAAA

COCOCOCOCOCONGNGNGNGNGNGOOOO

EQUATORIALR ALALALALAALALALALAL ORRRORIRIRR
GUINEA

SÃO TOMÉ
AND PRÍNCIPEPIIIIPPPPIPPPP

GAGAGAGAGABOBOBOBOBOBONNNNN

UGUGUGANANAA DADADADD

DADAAAAARWRWRWRWRWANANAANANNANDADADADADAD

DDDDDDDBUBUBUBUBUBURURURURURUR NDNDNDDNN III

MAMAMAMAMM LALALALALAWIWIWW

MOMOMOMOMOMOMOROROROCCCCOOO

MAMAURURUU ITITTANANANIAIAIA

MAMAMALILIL
NINIGGEGEG RRR

NININNINIGEGEGEERIRIRIRIRIAAAAA

ACACACACAMEMEMMM ROROROONONONONN

CHCHCCHCHADADDDD

CECECECECCENTNTNTNTNTRARARARAAR LLLLL
AFAFAFAFAFAFRIRIRIRIICACACACACAN N N N N REREREREREP.P.P.PP.

BEBEBENINIININNNNN

TTTTTTTTOTOTOT GOGOGOOGO

GHGHG ANANNAAAAAA

LIBERERREERIRIRIAAA

GUGUUINININEAEAEA

THHHHHHHHE E GAGAAMBMBMBIAIAAI

SESESENENEGAGAG LL

GUIIUUUIIUUININEAEA-B-BBISIISSSASASAUUU

CÔCÔCÔTETETE
D'D'D''IVIVIVOIOIOIRERERE

WESTEEEEERERNN
SAHAHAHAHHAHAARARA

BUBUBURKRKRKININI A A FAFAAFASOSOSOO

SIERERERERERRARAR
LEONOONONNONONEEE

DDDD

DD

EAAAAAA--

HHHEE GAGAMBMBGAG MBMBMM

UUAAUUAAUUAA

GGG

OOGOGO

NNNN

GGOO

WWWWLALAAWWLL

SOSOSOS UTUTUTUTUTU H H HHH SUSUSUDADADADADD NNNNN

TREATRERERE ITITRR

DJIBOUTIDJDJDJDJII

特集 アフリカ

希望と発展の大陸

※年間3,000ドル以下で暮らす貧困層（BOP：Base of the Pyramid）を対象にしたビジネス。

出典：African Economic Outlook（推定値、予測値を含む）

アフリカ開発会議（TICAD）の歩み
＜Tokyo International Conference on African Development＞

アフリカ48カ国、その他12カ国、国際機関など。

「アフリカ開発に関する東京宣言」を採択。
「アフリカ開発は国際社会が取り組むべき優
先課題」として合意。

TICAD Ⅰ （東京）

参加国

成果

アフリカ51カ国、その他29カ国、国際機
関、NGOなど。

「東京行動計画」を採択。社会開発、経済
開発、良い統治・紛争予防と紛争後の開
発の政策が提示された。

TICAD Ⅱ （東京）

参加国

成果

急
速
に
低
下
。〝
援
助
疲
れ
〞
と
も
呼
ば
れ

た
こ
の
現
象
を
打
開
す
べ
く
、
日
本
の
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
の
下
、
93
年
に
東
京
で
「
第
１
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）」
が

開
催
さ
れ
た
。
以
降
５
年
に
一
度
、
ア
フ
リ

カ
の
「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ（
主
体
性
）」
と
国

際
社
会
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
協
調
）」

に
重
点
を
置
き
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
加
え
、

国
際
機
関
や
主
要
国
の
ド
ナ
ー
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
を
交
え
て
、
ア
フ
リ
カ
支
援
の
在
り
方
を

日
本
国
内
で
議
論
し
て
い
る
。

　
そ
の
つ
な
が
り
は
、
国
際
協
力
の
世
界
だ

け
で
な
い
。
２
０
１
０
年
に
南
ア
フ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を

き
っ
か
け
に
、
開
催
地
で
あ
る
ア
フ
リ
カ
を

身
近
に
感
じ
始
め
た
人
も
少
な
く
な
い
は

ず
。
さ
ら
に
、
あ
な
た
の
手
元
に
あ
る
携
帯

電
話
、
パ
ソ
コ
ン
の
部
品
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
鉱
物
資
源
の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
は
ア

フ
リ
カ
産
。
コ
ー
ヒ
ー
や
カ
カ
オ
、
タ
コ
や

イ
カ
な
ど
日
々
の
食
卓
に
な
ら
ぶ
食
材
も
多

く
が
ア
フ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
意

識
せ
ず
と
も
、
私
た
ち
は
ア
フ
リ
カ
と
深
く

〝
つ
な
が
っ
て
〞
い
る
の
だ
。

 

　
世
界
的
な
不
況
が
続
く
中
、
そ
の
解
決
の

糸
口
と
し
て
国
際
社
会
か
ら
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
可
能
性
。
08
年
に
開
催

さ
れ
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
以
降
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も

ア
フ
リ
カ
へ
の
民
間
投
資
を
後
押
し
す
べ

素
の
一
つ
が
天
然
資
源
。
そ
う
、
ア
フ
リ
カ

の
大
地
に
は
、
石
炭
や
石
油
、
鉄
鉱
石
、
レ

ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
な
ど
、
数
多
く
の

貴
重
な
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。
近
年
は
先
進

国
の
み
な
ら
ず
、
成
長
著
し
い
新
興
国
か
ら

の
需
要
が
急
増
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
フ
リ
カ

経
済
が
一
気
に
上
向
き
に
。
ま
た
、
長
年
こ

の
大
陸
を
苦
し
め
て
き
た
紛
争
が
多
く
の
国

で
終
結
に
向
か
い
、
治
安
が
安
定
し
始
め
た

こ
と
も
成
長
を
後
押
し
し
た
。
ア
フ
リ
カ
大

陸
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
に
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ

よ
う
と
、
経
済
回
廊
の
整
備
な
ど
を
通
じ
た

域
内
統
合
も
進
ん
で
い
る
。

　
日
本
と
の
関
係
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
明

ら
か
に
地
理
的
に
は
遠
い
ア
フ
リ
カ
だ
が
、

日
本
と
の
協
力
の
歴
史
は
半
世
紀
以
上
前

に
さ
か
の
ぼ
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
60
年
代
か
ら

青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
を
皮
切
り
に
対

ア
フ
リ
カ
支
援
を
開
始
。
日
本
の
戦
後
復

興
の
経
験
と
独
自
の
技
術
力
を
生
か
し
、

技
術
協
力
、
有
償
資
金
協
力
、
無
償
資
金

協
力
を
通
じ
て
、
農
業
、
保
健
、
教
育
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
分
野
で
協
力
を
続

け
て
き
た
。

　
ま
た
90
年
代
、
国
際
社
会
の
ア
フ
リ
カ

支
援
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
も
日
本
だ
。

東
西
冷
戦
時
に
〝
援
助
合
戦
〞
の
対
象
と

な
っ
た
ア
フ
リ
カ
に
対
し
て
、
旧
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
崩
壊
後
、
国
際
社
会
の
関
心
が

　
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
約
１
日
。
日
本

か
ら
西
へ
、
西
へ
と
進
む
と
、
広
大
な
ア

フ
リ
カ
大
陸
に
た
ど
り
着
く
。〝
ア
フ
リ
カ
〞

と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
姿
は
多
種
多

様
。
54
の
国
か
ら
成
る
大
陸
に
目
を
向
け

る
と
、
そ
の
多
様
性
が
秘
め
る
可
能
性
は

無
限
大
だ
。

　
人
類
発
祥
の
地
と
さ
れ
な
が
ら
そ
の
後

開
拓
が
進
ま
ず
、「
暗
黒
大
陸
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
ア
フ
リ
カ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
よ
る
長
年
の
支
配
を
経
て
、
彼

ら
が
独
立
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
は
１

９
６
０
年
代
。
こ
れ
を
機
に
国
際
社
会
の

支
援
も
始
ま
り
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
生

活
に
も
〝
希
望
〞
の
光
が
さ
し
込
む
よ
う
に

|
。
平
和
で
安
定
し
た
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
新
た
な
国
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
そ
の
先
に
あ
る
道
は
、
そ

う
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
独
立
後

も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
勃
発
す
る
内
戦
、
大

飢
饉
に
よ
る
食
料
不
足
や
飢
餓
問
題
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
マ
ラ
リ
ア
、
結
核
な
ど
の

感
染
症
に
翻
弄
さ
れ
る
日
々
。
い
わ
ゆ
る

〝
ア
フ
リ
カ
〞
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
確
か
に
、

こ
の
時
代
に
は
あ
っ
た
。

　
し
か
し
数
々
の
苦
難
を
経
て
、
ア
フ
リ

カ
は
今
、
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の

10
年
、
経
済
成
長
率
は
平
均
５
％
を
超
え
る

ほ
ど
ま
で
に
上
昇
。
極
め
て
順
調
な
成
長
を

遂
げ
て
い
る
。
そ
の
〝
発
展
〞
を
支
え
る
要

知
ら
れ
ざ
る

大
陸
の
真
の
姿

〝
つ
な
が
り
合
う
〞

ア
フ
リ
カ
と
日
本

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ｖ
に
向
け
て

み
ん
な
で
考
え
る
未
来

1993年10月

1998年10月

アフリカ50カ国、その他39カ国、国際機
関47機関、NGOなど。

「TICAD10周年宣言」と「TICAD議長
サマリー」を採択。平和の定着、人間中心
の開発、経済成長を通じた貧困削減が提
示された。

TICAD Ⅲ （東京）

参加国

成果

アフリカ51カ国、その他34カ国、国際機
関74機関、NGOなど。

「横浜宣言」を採択。インフラ開発、農業開
発、貿易・投資、観光の促進、産業開発、
人材育成などに注目。5年間のアフリカ支
援ロードマップ「横浜行動計画」を発表。

TICAD Ⅳ （横浜）

参加国

成果

2003年9月

2008年5月

「成長の加速化」に焦点を当て、アフリカの
成長の原動力となる民間セクターの投資促
進に向けた取り組みなどを議論する予定。

TICAD V （横浜）

参加国

2013年6月

TICADⅣで一堂に会したアフリカ諸国の首脳と各国ド
ナーの代表者

く
、
投
資
環
境
整
備
に
向
け
て
の
イ
ン
フ
ラ

開
発
（
12
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
を
強
化
。

ア
フ
リ
カ
へ
の
事
業
展
開
に
関
心
を
寄
せ

る
日
本
企
業
へ
の
情
報
提
供
、Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス※

と
の
連
携
（
８
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

な
ど
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　
そ
し
て
次
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｖ
の
開
催
ま

で
１
年
と
な
っ
た
今
年
の
５
月
５
〜
６
日
、

モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
「
第
４
回
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
閣
僚
級
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
09
年
か
ら
年
１
回
、

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
で
出
さ
れ
た
「
横
浜
行
動

計
画
」
の
進
捗
を
確
認
す
る
場
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
会
合
。
日
本
が
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ⅳ
で
公
約
し
た
「
対
ア
フ
リ
カ
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
18

億
ド
ル
に
倍
増
」、「
ア
フ
リ
カ
向
け
民
間
投

資
を
34
億
ド
ル
に
倍
増
」
す
る
と
い
う
目
標

が
順
調
に
達
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
ほ
か
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅴ
で
は
ア
フ
リ
カ

の
包
括
的
か
つ
持
続
可
能
な
成
長
の
実
現
に

向
け
て
、「
成
長
の
加
速
化
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
た
。

　
今
、
ま
さ
に
激
動
の
渦
の
中
に
い
る
ア
フ

リ
カ
。
そ
の
未
知
な
る
可
能
性
を
確
実
に
成

長
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
従
来
か
ら
直
面

し
て
い
る
紛
争
や
飢
饉
、
感
染
症
、
低
就
学

率
な
ど
、
い
ま
だ
人
々
の
生
活
の
脅
威
と
し

て
存
在
す
る
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

も
同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ア
フ
リ
カ
の
成
長
の
先
に
あ
る
未
来
|
。

そ
こ
に
は
、
す
べ
て
の
人
に
恩
恵
が
行
き
渡

る
発
展
の
姿
が
あ
る
は
ず
だ
。

■アフリカの経済成長率
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カンパラエンテベ
ゴンベ

　
桜
の
季
節
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

り
、
日
本
で
は
木
々
が
芽
吹
き
始
め
た

５
月
初
旬
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

旅
行
者
で
ご
っ
た
返
す
中
、
は
る
か
海

の
向
こ
う
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
と
飛
ん

だ
。幾
度
と
な
く
足
を
運
ん
で
い
て
も
、

地
理
的
に
は
決
し
て
〝
近
い
〞
と
は
い

え
な
い
ア
フ
リ
カ
。
乗
り
継
ぎ
時
間
を

含
め
る
と
、
ど
こ
に
行
く
に
も
大
抵
１

日
は
要
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
長
い
移

動
の
間
、
そ
の
広
大
な
大
地
に
思
い
を

は
せ
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

　
ふ
と
飛
行
機
の
窓
の
外
に
目
を
や
る

と
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
湖
、
ビ
ク
ト
リ

ア
湖
が
見
え
た
。
そ
の
湖
畔
の
北
に
あ

る
空
港
が
、
東
ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国
ウ

ガ
ン
ダ
へ
の
玄
関
口
。
雨
期
も
終
わ
り

に
近
づ
い
た
こ
の
季
節
、
タ
ラ
ッ
プ
を

降
り
る
と
、
カ
ラ
っ
と
晴
れ
渡
っ
た
空

が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
日
本
か
ら
来
る

と
少
し
暑
く
感
じ
る
が
、
湿
気
も
な
く

心
地
良
い
気
候
だ
。〝
ア
フ
リ
カ
の
真

珠
〞
と
も
称
さ
れ
る
ウ
ガ
ン
ダ
。
ナ
イ

ル
川
か
ら
の
水
の
恵
み
、
肥
よ
く
な
大

地
が
、
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業

を
支
え
て
い
る
。

　
空
港
か
ら
首
都
カ
ン
パ
ラ
の
市
街
地

へ
、
舗
装
さ
れ
た
道
路
を
ひ
た
す
ら
進

む
。一
般
的
に〝
ア
フ
リ
カ
〞と
い
う
と
、

砂
漠
や
サ
フ
ァ
リ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
実
際
、
近
年

は
順
調
に
経
済
成
長
を
遂
げ
、
急
速
に

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
車
に

揺
ら
れ
る
こ
と
約
１
時
間
、
首
都
に
入

る
と
道
路
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
車
で

大
渋
滞
。「
こ
の
数
年
で
一
気
に
車
の

数
が
増
え
た
。
ビ
ル
や
ス
ー
パ
ー
も
ど

ん
ど
ん
建
っ
て
い
る
ん
だ
」。
地
元
の

人
た
ち
は
口
ぐ
ち
に
そ
う
言
う
。
こ
の

10
年
の
経
済
成
長
率
の
平
均
は
約
７

％
。
そ
の
数
値
が
、
こ
の
国
の
発
展
を

物
語
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
の
成
長
の
裏
側
で
、
い
ま

だ
約
４
割
の
人
々
が
貧
困
ラ
イ
ン
以
下

の
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が

あ
る
。
５
歳
に
な
る
前
に
命
を
落
と
し

て
し
ま
う
子
ど
も
の
数
は
実
に
１
０
０

０
人
中
１
１
５
人
。
日
本
の
約
30
倍
、

世
界
で
20
番
目
に
多
い
数
値
だ
。保
健
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
貧
困
層
に
ま
で
十

分
に
行
き
届
か
ず
、
地
方
に
行
け
ば
行

く
ほ
ど
状
況
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
現
実
を
確
か
め
る
べ
く
、
首
都

か
ら
車
で
約
２
時
間
の
町
ゴ
ン
ベ
に

あ
る
公
立
の
ゴ
ン
ベ
病
院
に
向
か
っ

た
。
首
都
と
は
一
転
、
で
こ
ぼ
こ
の
赤

土
の
道
を
進
ん
で
い
く
。
山
あ
い
に
た

た
ず
む
建
物
は
老
朽
化
し
、
停
電
も
頻

発
し
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
病
院
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ア
フ
リ

カ
15
カ
国
で
実
施
し
て
い
る
「
５
Ｓ
ー

カ
イ
ゼ
ン
事
業
」
の
対

象
。
保
健
サ
ー
ビ
ス
の

質
向
上
の
た
め
、
青
年

海
外
協
力
隊
の
満
江

祐
介
さ
ん（
看
護
師
）
が

５
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清

掃
・
清
潔
・
し
つ
け
）の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
日
本
で
の〝
標
準
〞

は
通
じ
な
い
。
限
ら
れ

た
環
境
の
中
で
最
善
の

方
法
を
模
索
し
て
い
ま

す
」
と
満
江
さ
ん
。
中

で
も
深
刻
な
の
が
水
問

題
。
水
道
か
ら
の
給
水

は
週
に
数
回
。
雨
水
を

活
用
し
て
い
る
が
、
煮

沸
し
て
も
完
全
に
〝
安

全
〞
と
は
い
え
な
い
。

院
内
感
染
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
る
。

水道のインフラ整備が行き届か
ず、“手洗い”の文化が浸透しにく
いアフリカ。感染症予防に向け
て、国際社会の支援を受けなが
ら石けんを使った手洗いの普及
が進められている

首都カンパラの全景。市街地には経済成長
の証しともいえるビルがひしめくが、一歩郊外
に出ると、緑豊かな自然が広がる

ユニセフはウガンダで手洗いの普及活動を実施中。サラヤは「シャボネット」を始
めとする衛生用品の売り上げの一部を寄付。専用ホームページ（tearai.jp/）で
情報を発信している

手洗いで救える命がある
1,000人中115人―。

これは東アフリカの内陸国ウガンダで、5歳未満で命を落としている子どもの割合。
「下痢性疾患」と「急性呼吸器性疾患」が2大要因だが、その約7割が“予防可能”だという。

この事実を知り立ち上がったのが、日本企業のサラヤ株式会社。
JICAとの連携の下、自社製品である「アルコール手指消毒剤」の普及を進めている。

　
そ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、
あ
る

日
本
企
業
が
立
ち
上
が
っ
た
。
大
阪
を

本
社
と
す
る
サ
ラ
ヤ
株
式
会
社
。
日
本

で
は
自
然
派
洗
剤
「
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
」

や
薬
用
石
け
ん
液
「
シ
ャ
ボ
ネ
ッ
ト
」

で
お
な
じ
み
。
学
校
の
手
洗
い
場
に
必

ず
と
い
っ
て
あ
る
〝
緑
色
の
液
体
〞
も

看
板
商
品
だ
。
そ
の
サ
ラ
ヤ
が
自
社
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
携
え
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
最
貧

困
層
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
：Base of the Pyra-

m
id

）
の
命
を
救
う
た
め
に
一
肌
脱
ぐ
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
〝
手
洗
い
〞
だ
。

　
な
ぜ
、
ウ
ガ
ン
ダ
で
〝
手
洗
い
〞
な

の
か
。
そ
の
答
え
は
、
サ
ラ
ヤ
の
歩

〝
ア
フ
リ
カ
の
真
珠
〞

緑
豊
か
な
国
ウ
ガ
ン
ダ

〝
救
わ
れ
る
べ
き
〞命
が

〝
失
わ
れ
て
い
る
〞現
実

ゴンベ病院のルレ・ハルナ院長と「アルコール手指消毒剤」の導入について話し合うサラヤの宮
本さん（左）と満江さん

［右］ゴンベ病院では外のタンクにためた
雨水が使われているが衛生面での不安
はぬぐえない
［左］院内の至るところに手洗い普及の
ためのポスターが張られている

ウ ガ ン ダ

from UGANDA

ウガンダ

ンダで手洗いの普及活動を実施中。サラヤは
用品の売り上げの一部を寄付。専用ホームペー
ている

©Kentaro Taketani
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ウガンダでは公立病院は無料だが、サービスの質は必ずしも良いとは言えない。い
つも診察を待つ人の長い列ができている

サラヤは“手指消毒の伝道師”としてインス
トラクター制度を導入。「指の先まで擦り込
むのがポイントです」と話すインストラクター
のセルワンジャ・ロドニーさん。彼らが全国
各地を回りBOP層への普及も行う

梅澤さん（右）と看護師たちの呼び掛けにより、
エンテベ病院では5Sが徹底されている

ん
で
き
た
道
を
た
ど
れ
ば
明
ら
か
だ
。

創
業
は
戦
後
間
も
な
い
１
９
５
２
年
。

日
本
で
も
赤
痢
な
ど
の
伝
染
病
が
ま
ん

延
し
て
い
た
時
代
、
薬
用
石
け
ん
液
、

石
け
ん
液
容
器
を
開
発
し
た
の
が
サ

ラ
ヤ
だ
っ
た
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
と
の
縁
を
つ
な
い
だ
の
は
、

２
０
０
８
年
に
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童

基
金
）
な
ど
が
制
定
し
た
「
世
界
手
洗

い
の
日
（
10
月
15
日
）」
を
通
じ
て
世
界

の
衛
生
事
情
に
つ
い
て
知
っ
た
こ
と
。

「
手
洗
い
で
救
え
る
命
が
あ
る
な
ら
」

と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を

契
機
に
ユ
ニ
セ
フ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業

と
な
っ
た
。
２
０
１
０
年
に
は
独
自
支

援
と
し
て
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ
１
０
０

万
人
の
手
洗
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開

始
。
そ
の
支
援
先
と
し
て
選
ば
れ
た
の

が
ウ
ガ
ン
ダ
だ
っ
た
の
だ
。

　
そ
し
て
視
察
の
た
め
、
初
め
て
現
地

を
訪
れ
た
ス
タ
ッ
フ
は
衝
撃
を
受
け

る
。
公
的
医
療
機
関
で
さ
え
手
洗
い
が

徹
底
さ
れ
ず
、
新
生
児
や
妊
産
婦
が
感

染
症
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た
の
だ
。「
サ
ラ
ヤ

の
強
み
を
生
か
し
て
、
こ
の
国
の
た
め

に
何
か
で
き
な
い
か
」。
自
然
と
そ
ん

な
声
が
上
が
っ
た
。

　
ユ
ニ
セ
フ
が
普
及
し
て
き
た
の
は
、

石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い
を
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
行
う
こ
と
。し
か
し
石
け

ん
を
使
う
に
は
〝
水
〞
が
必
要
だ
。安
全

な
水
を
十
分
に
得
る
こ
と
が
難
し
い
地

域
も
多
い
ウ
ガ
ン
ダ
の
ニ
ー
ズ
を
十
分

に
満
た
せ
て
い
な
い
。ま
し
て
や
医
療

現
場
で
は
手
洗
い
の
頻
度
が
高
く
、
水

の
使
用
は
現
実
的
で
な
い
。そ
こ
で
た

ど
り
着
い
た
の
が
、
水
な
し
で
手
を
消

毒
で
き
る
「
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒

剤
」。日
本
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
入
り
口

な
ど
に
も
置
か
れ
て
い
る
ポ
ン
プ
式
の

消
毒
剤
だ
っ
た
。「
こ
れ
な
ら
ウ
ガ
ン
ダ

の
衛
生
環
境
の
改
善
に
貢
献
で
き
る
」。

そ
う
確
信
し
た
。

　「
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
は
、ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

も
、や
る
気
も
十
分
に
あ
る
の
に
、そ
れ

を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。も
っ
た
い

な
い
と
感
じ
ま
し
た
」。そ
う
話
す
の

は
、
昨
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
サ
ラ
ヤ

の
現
地
法
人「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ａ 

Ｅ
Ａ
Ｓ

Ｔ 

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」代
表
の
宮
本
和
昌

さ
ん
。実
は
宮
本
さ
ん
は
青
年
海
外
協

力
隊
Ｏ
Ｂ
。09
年
か
ら
村
落
開
発
普
及

員
と
し
て
ウ
ガ
ン
ダ
に
赴
任
し
、
任
期

終
了
後
は
現
地
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
、小
額
融
資（
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
）
を
通
じ
た
農
家
の
能
力
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
時
、
サ
ラ
ヤ
の
現
地
法
人
代

表
と
し
て
宮
本
さ
ん
に
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
。現
場
に
根
差
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
す
る
に
は
事
務
所
の
設
置
が
必
要

不
可
欠
。ウ
ガ
ン
ダ
の
事
情
に
精
通
し
、

サ
ラ
ヤ
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
日

本
人
ス
タ
ッ
フ
を
探
し
て
い
た
の
だ
。

「
こ
れ
は
や
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
」。

ウ
ガ
ン
ダ
の
最
貧
困
層
を
対
象
と
し
た

サ
ラ
ヤ
の「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
」が
走
り

出
し
た
。

　
２
０
１
２
年
１
月
、サ
ラ
ヤ
は「
ア
ル

コ
ー
ル
手
指
消
毒
剤
」
の
本
格
的
導
入

に
向
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
な
が

ら
協
力
準
備
調
査
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
促
進
）※
を
開
始
し
た
。こ
れ
か
ら

２
つ
の
病
院
を
モ
デ
ル
サ
イ
ト
に
、
本

当
に
サ
ラ
ヤ
の
製
品
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
の
か
、
病
院
の
規
模
に
応
じ
て
ど
の

く
ら
い
の
量
が
必
要
な
の
か
な
ど
を
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
。サ
イ
ト
に
選

ば
れ
た
の
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
が
５

Ｓ
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
病
院
だ
。「
す

で
に
保
健
衛
生
へ
の
意
識
が
高
い
。協

力
隊
員
が
草
の
根
で
目
を
配
っ
て
い
る

の
で
、
状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」と
宮
本
さ
ん
は
話
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、
満
江
さ
ん
が
活
動
す

る
ゴ
ン
ベ
病
院
。ル
レ
・
ハ
ル
ナ
院
長

も「
サ
ラ
ヤ
の
製
品
が
入
る
こ
と
で
、院

内
感
染
が
大
幅
に
減
る
の
で
は
な
い

か
」と
期
待
す
る
。彼
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研

修
員
と
し
て
過
去
２
回
来
日
。医
療
現

場
で
の
研
修
を
経
て
、〝
日
本
の
技
術
は

世
界
一
〞と
太
鼓
判
を
押
す
。そ
し
て
も

う
一
つ
が
、
空
港
近
く
の
エ
ン
テ
ベ
病

院
。青
年
海
外
協
力
隊
の
梅
澤
志
穂
さ

ん
（
看
護
師
）
の
活
動
先
だ
。ゴ
ン
ベ
病

院
と
比
べ
る
と
都
市
部
に
あ
り
、
水
や

電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
比
較
的
安
定

し
て
い
る
。医
療
器
具
、
薬
品
、
ご
み
の

分
別
も
徹
底
さ
れ
、
院
内
に
は
梅
澤
さ

ん
の
活
動
の
成
果
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら

れ
た
。「
５
Ｓ
担
当
の
看
護
師
を
中
心
に

と
て
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
」と
梅
澤
さ
ん
。し
か
し
、
手
洗
い

の
普
及
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
い

う
。「
ア
ル
コ
ー
ル
手
指
消
毒
剤
の
導
入

を
き
っ
か
け
に
意
識
を
高
め
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
む
。

　
現
在
は
日
本
で
製
造
さ
れ
た
も
の
を

輸
送
し
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
現
地

で
製
造
ま
で
行
う
予
定
。ウ
ガ
ン
ダ
の

特
産
品
の
一
つ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り

か
す
を
原
料
と
す
る
こ
と
で
、
現
地
の

産
業
振
興
、
雇
用
促
進
に
も
貢
献
し
て

い
く
考
え
だ
。

　
世
界
の「
衛
生
・
環
境
・
健
康
」に
貢

献
す
る
こ
と
。そ
れ
が
創
業
以
来
の
サ

ラ
ヤ
の
モ
ッ
ト
ー
。日
本
か
ら
ア
フ
リ

カ
・
ウ
ガ
ン
ダ
に
舞
台
を
移
し
、
サ
ラ

ヤ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

現
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
す
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス

協
力
隊
員
と
の
連
携
で

ニ
ー
ズ
調
査
を
開
始

“微生物”でルワンダのトイレを快適に

　ウガンダの隣国ルワンダでも、日本企業の
BOPビジネスが注目を浴びている。その立役
者となっているのが、株式会社オーガニック・
ソリューションズ・ジャパン。2008年に現地法
人を設立し、2010年からはJICAの協力準備
調査（BOPビジネス連携促進）を通じて、農業
と公衆衛生の2分野で事業本格化に向けた
準備を始めている。
　ルワンダでは長年の内戦の影響などにより
上下水道のインフラ整備の遅れが目立ち、近
年の急速な人口増加も伴って、衛生状態が
悪化している。中でも問題なのがトイレ。水洗
トイレの普及率は首都キガリでも6パーセント
程度にとどまっている。ほとんどの家庭がくみ
取り式で汚物処理が適切に行われず、トイレ
の悪臭は深刻な問題。そこに集まるハエは感

染症拡大の原因にもなっている。
　そこで同社が開発したのが、食品の発酵な
どに使われる微生物を利用した消臭剤。現地
で安価に培養できる微生物を使って製品を開
発し、全国約400カ所にあるヘルスセンターを
拠点にBOP層への販売を進めている。また
2010年からは人口の9割が従事する農業分
野にも進出し、マカダミアナッツのバリューチェ
ーン開発にも取り組む。農家から買い付けをし
ながら栽培技術のサポートも行い、品質の高
いマカダミアナッツをたくさん収穫できるように
導く。
　営業第一部の長谷川竜生部長は「現地の
人々が現実的に購入可能な価格設定と、事
業として利益を出すことのバランスが難しい。
数年かけて物流やバリューチェーン、そして

院内感染を防ぐために決して怠って
はならない手指衛生。「水が出なくて
もこれなら手がキレイになる」と看護
師たち。「アルコール手指消毒剤」は
この国のニーズにぴったりだ

※開発課題（所得向上・教育水準の向上・安全
な水の普及など）の解決に資する「BOPビジネ
ス」（年間3,000ドル以下で暮らす貧困層を対象
にしたビジネス）の実施を検討している企業などに
対して、JICAは市場調査、ビジネスの形成、事業
実施計画の策定までの調査を支援している。

トイレ消臭剤の普及
でBOP層の貧困問
題の解決を目指す

人々との信頼関係を構築することがカギとな
る」と話す。マカダミアナッツをコーヒーや紅茶
と並ぶルワンダの輸出農産物に育てること、
また、トイレ用消臭剤の普及によって衛生状
態を改善すること。これが同社のBOPビジネ
スの青写真だ。
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「
北
部
回
廊
」の
起
点

モ
ン
バ
サ
港
を
拡
張

　
港
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
所
狭
し
と

置
か
れ
る
コ
ン
テ
ナ
。コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
に
入
り
き
ら
ず
、
外
の
敷
地
に
積
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。一

方
、
沖
合
に
は
港
に
入
れ
な
い
貨
物
船

が
ま
だ
か
ま
だ
か
と
入
港
を
待
ち
、
停

泊
期
間
が
数
日
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
。港

か
ら
街
へ
と
つ
な
が
る
道
路
は
コ
ン

テ
ナ
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
で
い
つ
も
大

渋
滞
だ
。

　
こ
こ
は
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ

の
南
東
４
５
０
キ
ロ
に
あ
る
モ
ン
バ

サ
港
。ケ
ニ
ア
第
二
の
都
市
モ
ン
バ
サ

に
あ
る
国
内
唯
一
の
国
際
貿
易
港
だ
。

東
ア
フ
リ
カ
地
域
で
最
も
規
模
が
大

き
く
、
内
陸
国
で
あ
る
近
隣
の
ウ
ガ
ン

ダ
、ル
ワ
ン
ダ
、ブ
ル
ン
ジ
の
ほ
か
、南

ス
ー
ダ
ン
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
東

部
、
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
な
ど
の
物
流
拠

点
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
。

特集 アフリカ

希望と発展の大陸

　
し
か
し
近
年
、
ケ
ニ
ア
を
は
じ
め
東

ア
フ
リ
カ
地
域
の
経
済
発
展
に
伴
い
、

モ
ン
バ
サ
港
の
貨
物
取
扱
量
が
急
増

し
て
い
る
。２
０
０
０
年
に
は
年
間
約

24
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
※
１
だ
っ
た
コ
ン
テ
ナ
貨

物
量
は
、
２
０
１
１
年
に
は
約
３
倍
の

約
77
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
ま
で
拡
大
。２
０
１

５
年
に
は
約
96
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
需
要
が

見
込
ま
れ
、
約
81
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ（
２
０
１

１
年
）
の
博
多
港
を
上
回
る
ほ
ど
だ
。

し
か
し
、
現
在
の
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
約
45
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
の
許
容
量
し
か

な
く
、
す
で
に
処
理
能
力
を
大
幅
に
超

え
て
い
る
た
め
、
貨
物
が
港
に
着
い
て

か
ら
通
関
手
続
き
を
終
え
る
ま
で
長

い
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
モ
ン
バ
サ
港
が
パ

ン
ク
し
て
し
ま
い
、
ケ
ニ
ア
の
み
な
ら

ず
周
辺
国
の
物
流
、
さ
ら
に
は
経
済
活

動
に
も
支
障
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
―
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
07
年
か
ら
円
借

款
に
よ
る
「
モ
ン
バ
サ
港
開
発
事
業
」

を
通
じ
て
、
新
し
い
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　
今
年
３
月
に
は
建
設
予
定
地
の
地

盤
調
査
や
測
量
が
始
ま
り
、
現
在
は
建

設
資
材
置
き
場
の
整
地
な
ど
の
準
備

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。「
新
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
完
成
す
れ
ば
同
港
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
が
１
０
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に

増
え
、
東
ア
フ
リ
カ
地
域
の
物
流
促
進

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
」
と
、
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
担
う
今
村
充
孝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
株
式

会
社
日
本
港
湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
は

話
す
。

　
そ
し
て
こ
の
事
業
に
は
、
日
本
の
技

術
力
が
最
大
限
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

「
建
設
予
定
の
海
底
地
盤
に
は
、
軟
ら

か
い
粘
土
層
が
堆
積
し
て
い
る
た
め

地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。日
本
の

技
術
を
活
用
し
て
水
分
を
排
出
さ
せ

て
圧
縮
す
れ
ば
、
短
期
間
で
地
盤
改
良

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。地
盤
沈
下
を

確
実
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

と
、
建
設
工
事
を
行
う
山
谷
仁
所
長

（
東
洋
建
設
株
式
会
社
）は
胸
を
張
る
。

し
か
し
、
ケ
ニ
ア
で
大
規
模
な
港
湾
工

事
が
行
わ
れ
る
こ
と
自
体
が
数
十
年

ぶ
り
。施
工
の
経
験
や
知
識
を
持
つ
現

地
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
い
う
。「
こ
の
事
業
を
通
じ
て
日

本
の
港
湾
工
事
の
技
術
を
習
得
し
、
今

後
に
生
か
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
山
谷

所
長
。新
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
２

０
１
６
年
に
完
成
予
定
だ
。

　
現
在
、
モ
ン
バ
サ
港
で
は
輸
入
貨
物

の
取
り
扱
い
が
約
８
割
を
占
め
て
い

る
。同
港
に
到
着
し
た
貨
物
は
、東
ア
フ

リ
カ
地
域
を
つ
な
ぐ
陸
路「
北
部
回
廊
」

を
通
っ
て
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
へ
、そ
の
後
、

ウ
ガ
ン
ダ
の
首
都
カ
ン
パ
ラ
、
さ
ら
に

は
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
へ
と
運
ば
れ

て
い
く
。今
後
、輸
入
に
合
わ
せ
て
輸
出

も
活
発
化
す
れ
ば
、
逆
に
各
国
か
ら
同

港
へ
と
貨
物
を
運
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て

も
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

※１Twenty-foot Equivalent Unitの略。
20フィートコンテナ（長さ約6メートル×幅約
2メートル×高さ約2.6メートル）の取扱量数。

モンバサ港の新コンテナ
ターミナル完成予想図

税
関
職
員
の
能
力
を
強
化
し

物
流
を
ス
ム
ー
ズ
に

経済発展に向けて“一つ”になる
新コンテナターミナルの建設予定地で地盤のボーリング調査を行う山谷所長（右端）

近年、アフリカの中でも比較的順調に
経済成長を遂げている国の多い東アフリカ。

この地域の産業がさらに活性化し、
すべての人に成長の恩恵が行き渡るようにするためには、

港、道路、電力などインフラの整備が必要不可欠だ。
ＪＩＣＡは東アフリカ全体の発展を見据え、

ハード・ソフト両面から支援を展開している。

ケ ニ ア

from KENYA

コンテナを積んだ貨物船が東アフリカの
物流の拠点・モンバサ港に向かう

東アフリカの海の玄関口、モンバサ港のコンテナヤード。許容量を大幅に超えているため、早急に拡張が
求められている

ルワンダ

ブルンジ

キガリ

ブジュンブラ

ケニア

モンバサ

ナマンガ
ナイロビ

オルカリア
キスム

タンザニア
ドドマ

アルーシャ

ウガンダ

エチオピア
南スーダン

コンゴ
民主
共和国 カンパラ

北部回廊主要ルート
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ケニアとタンザニアの国境ナ
マンガのタンザニア側にある
通関施設。OSBPで通関手
続きを円滑化する協力が進め
られている

特集 アフリカ

希望と発展の大陸

　
東
ア
フ
リ
カ
地
域
は
国
単
位
で
見

る
と
大
き
な
産
業
が
な
く
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
小
さ
い
。だ
か
ら
こ
そ
、
域
内
で

の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
移
動
が
活
発

化
す
る
こ
と
で
地
域
が
〝
一
つ
〞
の
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る
経
済

発
展
が
期
待
で
き
る
。そ
こ
で
同
地
域

の
国
々
は
２
０
０
０
年
に
「
東
ア
フ
リ

カ
共
同
体
」※
２
を
再
結
成
し
、
経
済
統

合
を
進
め
て
い
る
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
国
を
ま
た
ぐ
物

流
は
、
ま
だ
ま
だ
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か

な
い
。さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
背
景
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
通
関

手
続
き
だ
。貨
物
を
輸
出
入
す
る
に

は
、
中
身
を
税
関
に
申
告
す
る
必
要
が

あ
る
。担
当
官
庁
の
許
可
も
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。多
く
の
場
合
、
納
税
も

必
要
だ
。

　
日
本
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
貿
易
業

務
に
携
わ
っ
て
き
た
商
社
が
輸
出
入

者
と
な
り
、
専
門
知
識
を
持
つ
通
関
業

者
に
事
前
手
続
き
を
依
頼
す
る
場
合

が
多
い
。そ
の
た
め
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
通
関
が
進
み
、
平
均
所
要
時
間
は
３

時
間
ほ
ど
だ
。一
方
、
東
ア
フ
リ
カ
地

域
の
場
合
、
輸
入
者
は
一
個
人
の
場
合

が
多
く
、
各
国
の
国
境
に
貨
物
が
到
着

し
て
か
ら
通
関
業
者
に
手
続
き
を
依

頼
す
る
。さ
ら
に
通
関
業
者
も
貿
易
・

通
関
の
知
識
が
乏
し
い
た
め
、
余
計
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。ま
た
、
通

関
業
務
を
所
管
す
る
省
庁
が
複
数
に

ま
た
が
っ
て
い
た
り
、
点
在
し
て
い
る

こ
と
も
多
く
効
率
が
悪
い
。

　
そ
こ
で
、
通
関
の
円
滑
化
に
向
け
た

対
策
と
し
て
東
ア
フ
リ
カ
地
域
が
導

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
通
関
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化（
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
）制
度
。

陸
路
の
国
境
の
両
側
に
輸
出
入
通
関

を
担
う
官
庁
の
事
務
所
を
設
置
し
、
輸

入
国
側
の
施
設
一
カ
所
だ
け
で
輸
出

入
手
続
き
を
ま
と
め
て
行
え
る
よ
う

に
す
る
も
の
だ
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
実
現
に

向
け
て
、
07
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
開
発
銀

行
と
協
働
で
ケ
ニ
ア
・
タ
ン
ザ
ニ
ア

間
の
道
路
整
備
と
、
両
国
国
境
で
通

関
・
入
管
手
続
き
を
行
う
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ

施
設
の
建
設
を
支
援
し
て
い
る
。さ
ら

に
、Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ｐ
を
運
用
す
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
同
年
か
ら
「
東
部
ア
フ

リ
カ
地
域
税
関
能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
。ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
、
ウ
ガ
ン
ダ
各
国
で
税
関
業
務
を
担

当
す
る
歳
入
庁
の
職
員
を
対
象
に
、
関

税
の
分
類
や
評
価
方
法
な
ど
の
知
識

向
上
を
目
指
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、

ま
た
、
ケ
ニ
ア
―
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
国
境

の
町
ナ
マ
ン
ガ
で
は
、
試
験
的
に
通
関

業
務
の
電
子
化
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
09
年
か
ら
は
、
ル
ワ
ン
ダ
と

ブ
ル
ン
ジ
も
含
め
た
５
カ
国
に
対
象

国
を
広
げ
、
歳
入
庁
職
員
の
能
力
向
上

を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、

通
関
の
効
率
化
に
は
通
関
業
者
の
知

識
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。そ
こ
で
、
彼

ら
に
正
し
い
関
税
手
続
き
を
普
及
す

る
た
め
、
歳
入
庁
の
職
員
の
能
力
強
化

に
向
け
た
研
修
も
実
施
。さ
ら
に
、
国

境
付
近
で
密
輸
を
取
り
締
ま
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
各
国
の
連
携
も
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
下
家
正
治
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
財
務
省
関
税
局
）
は
、「
古
い
言
葉
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
〝
時
は
金

な
り
〞。通
関
時
間
が
短
く
な
れ
ば
、
運

送
費
や
保
管
費
用
な
ど
コ
ス
ト
が
削

減
さ
れ
る
。そ
う
す
れ
ば
商
品
の
販
売

価
格
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、
競
争
力

を
高
め
ら
れ
ま
す
。こ
の
地
域
で
物
流

が
円
滑
に
進
む
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
海

外
か
ら
進
出
す
る
企
業
も
増
え
、
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
展
望
を
語
る
。

　
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
上
で
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
苦
労
も

あ
る
。そ
の
一
つ
が
停
電
だ
。ケ
ニ
ア

国
境
で
は
、
電
力
不
足
や
度
重
な
る
停

電
に
よ
り
、
新
し
く
導
入
し
た
電
子
化

シ
ス
テ
ム
が
使
え
ず
、
通
関
処
理
を
手

作
業
で
行
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。　

　
実
際
、
ケ
ニ
ア
で
は
こ
の
数
年
、
電

力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。同
国
の

ピ
ー
ク
時
の
電
力
需
要
は
１
１
５
０

メ
ガ
ワ
ッ
ト
で
、
１
日
に
日
本
の
約
２

７
０
万
世
帯
が
使
用
す
る
電
力
量
に

相
当
す
る
。国
内
に
あ
る
発
電
設
備
で

は
１
５
１
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
力
供

給
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
約
５
割
の
発
電
量
を
占
め
る
水
力

発
電
が
大
規
模
な
干
ば
つ
に
よ
り
十

分
な
電
力
を
供
給
で
き
て
い
な
い
。こ

の
状
況
を
受
け
、
ケ
ニ
ア
政
府
は
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
で
不
足
を
補
っ
て
い
る

が
、
発
電
に
必
要
な
燃
料
を
ほ
ぼ
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
た
め
コ
ス
ト
が
高
く
、

電
気
料
金
の
高
騰
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
そ
こ
で
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
が
地
熱
発
電
だ
。ケ
ニ
ア
は
グ
レ
ー

ト
リ
フ
ト
バ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
火
山

大
地
溝
地
帯
に
属
し
て
お
り
、
地
下
に

豊
富
な
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
蓄
え
ら
れ

て
い
る
。こ
の
地
熱
に
よ
っ
て
温
め
ら

れ
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
電
力

を
生
み
出
す
地
熱
発
電
で
あ
れ
ば
、
発

電
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
安
定
し
た
発
電

が
可
能
と
な
る
。さ
ら
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
発
生
量
が
少
な
い
た
め
、
環
境

に
も
優
し
い
。

　
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
北
西
約
１
０
０
キ

ロ
に
位
置
す
る
オ
ル
カ
リ
ア
地
域
で

は
地
熱
発
電
の
開
発
が
70
年
代
か
ら

始
ま
り
、
世
界
銀
行
の
支
援
で
建
設
さ

れ
た
１
〜
３
号
機
が
す
で
に
稼
働
中

だ
。こ
の
地
域
に
新
た
に
４
・
５
号
機

を
建
設
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０

１
０
年
か
ら
世
界
銀
行
な
ど
と
協
働

で「
オ
ル
カ
リ
ア
Ⅰ 

４
・
５
号
機
地
熱

発
電
事
業
」
を
実
施
し
、
豊
田
通
商
株

式
会
社
と
韓
国
企
業
の
現
代
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
が
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
る
。ま
た
、
発
電
機
や
蒸
気
タ
ー
ビ

ン
な
ど
の
主
要
機
器
は
日
本
企
業
の

株
式
会
社
東
芝
が
納
入
す
る
予
定
だ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る

豊
田
通
商
の
宮
本
貴
浩
さ
ん
は
、「
基

礎
工
事
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

新
た
に
２
機
が
完
成
す
れ
ば
１
４
０

メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
電
力
供
給
が
可
能
に

な
る
。地
元
の
企
業
や
人
々
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。電
力
供

給
の
安
定
化
は
、
国
内
の
電
化
促
進
に

加
え
、
産
業
育
成
の
観
点
か
ら
も
大
き

な
意
味
を
持
つ
。地
元
産
業
の
活
性
化

だ
け
で
な
く
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

海
外
の
企
業
が
、
工
場
建
設
を
含
め
て

こ
の
地
域
へ
の
事
業
展
開
を
検
討
し

や
す
く
な
る
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
２
０
１
０
年

か
ら
円
借
款
を
通
じ
て
オ
ル
カ
リ
ア

地
熱
発
電
所
で
供
給
さ
れ
る
電
力
を

ケ
ニ
ア
第
三
の
都
市
キ
ス
ム
を
含
む

西
部
地
域
に
送
る
送
電
線
の
整
備
に

も
着
手
。各
国
を
送
電
線
で
つ
な
げ
て

電
力
を
融
通
し
合
う
〝
東
ア
フ
リ
カ
パ

ワ
ー
プ
ー
ル
〞
計
画
の
一
端
で
、
将
来

的
に
は
キ
ス
ム
か
ら
国
境
を
越
え
、
ウ

ガ
ン
ダ
な
ど
近
隣
諸
国
へ
の
送
電
も

視
野
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
進
め
ら
れ
て

い
る
港
や
道
路
の
整
備
、
物
流
の
効
率

化
、
安
定
し
た
電
力
供
給
―
。す
べ
て

は
、
東
ア
フ
リ
カ
地
域
が
一
つ
に
な
っ

て
開
発
に
取
り
組
む
〝
土
台
〞
を
つ
く

る
た
め
。そ
の
先
に
目
指
す
の
は
経
済

発
展
、そ
し
て
、貧
困
か
ら
の
脱
却
だ
。

安
定
し
た
電
力
供
給
を

地
熱
発
電
で
実
現

通関業者への知識普及に向け、歳入庁職員を日本の税関職員が指導

地熱発電機 4・5号機 の建設予定地で、工程の進捗などをプロジェクトチームで確認
する宮本さん（右から二人目）

※２ 1967年に結成されたが、77年
に政治的対立などで崩壊。2000年
にケニア、タンザニア、ウガンダによ
り再結成され、07年にルワンダ、ブル
ンジも加盟。2010年には共通市場
の設立が決定した。

オルカリアⅠ地域では、すでに3つの地熱
発電設備が稼働している。首都ナイロビ
に近く、今後も地熱開発が進む予定
（写真提供：ケニア電力公社）
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特集 アフリカ

希望と発展の大陸

ア
フ
リ
カ
を

語
る

◆ 林  文子横浜市長

◆ スチュアート・
  コンバーバッハ

ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
後
押
し
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
新
た
な
動
き
が
あ
る
。

日
本
の
地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
、

そ
し
て
駐
日
ア
フ
リ
カ
大
使
の
立
場
か
ら
語
る

ア
フ
リ
カ
が
持
つ
可
能
性
と
は
―
。

会です。前回よりステップアップし、横浜市とア
フリカが“パートナー”として共に成長する取り組
みを強化します。青少年の人材育成、市民レベ
ルの交流事業、市内企業のビジネス展開に向
けた“出会いの場”の提供などを予定していま
す。開催1カ月前の5月はアフリカ月間とし、市
内各地でTICAD Ⅴを盛り上げていくイベントを
企画しています。
　横浜市もかつて海外から技術を学び、発展し
てきた歴史があります。そこに市民の努力が合
わさって培われたノウハウをアフリカに伝えるこ
とは、私たちの使命でもあります。より良い未来
に向けて、アフリカと共に発展していきたいと考
えています。

浜市はアフリカとさまざまなかかわりが
あります。古くは、アフリカで黄熱病の
研究に身をささげた野口英世博士が

一時期勤務していたのが横浜市内の検疫所。
また、近代水道の発祥の地である横浜市の水
道技術を伝えるため、J ICAとの協働により
1977年から技術者の相互交流が始まり、現在
まで続いています。
　2008年には、第4回アフリカ開発会議
（TICADⅣ）が初めて横浜で開催されました。こ
れを機にそれまで東京の日比谷公園が会場だっ
た「アフリカンフェスタ」を横浜に誘致したり、小
学校ではアフリカの国々について学ぶ「一校一
国運動」を実施するなど、市内は“アフリカ一色”
に。TICAD Ⅳは、アフリカ諸国から41人の元
首・首脳級を含む51カ国、アジア欧米諸国、国
際機関、NGOなどから3,000人以上が参加し
た大規模な国際会議になり、市民のアフリカへ
の理解も高まりました。
　そしていよいよTICADⅤも来年6月に横浜で
開催されます。第1回から20周年の節目となり、
横浜では二度目の開催です。横浜にとっても経
済効果、知名度の向上だけでなく、企業の国際
展開などの観点からも大変意義深く、何よりも、
アフリカの国々とのきずなを深めるまたとない機

横

アフリカの音楽、食べ物、雑貨などのブース出展、音楽や踊り
などのイベントが行われるアフリカンフェスタ。昨年は山下公
園が会場となり約21万人が来場した

多くの日本企業が参加した日・SADCインフラ投資セミナー

ウガンダのジャリ村で、ドライパイナップルを作る村人たちに
日本での販売状況について伝える佐々木さん。結果をフィー
ドバックすることで、彼らのやる気も高まる

ジネスを行うポイントは“あきらめない”こと。熱意
を持って現地の人々と成功体験を共有していく
ことが秘訣だと思います。
　アフリカへの進出は、リスクが多いと考える
人も多いでしょう。でもそれだけの価値がありま
す。なぜならそこには、世界のどこにもない“未
知のもの”があるから。ジブチでしかとれない完
全自然結晶の丸い塩や、伝説のオアシスで採
れたデーツ。その“目新しさ”や“ストーリー”に、日
本市場に合わせた“品質”を追加すれば、持っ
ているだけでわくわくする、人に自慢したくなる、
そんな商品が生まれるのです。その可能性に、
私は何にも代え難い魅力を感じています。

フリカからの商品と聞くと、まだまだ日
本では“安かろう悪かろう”というイメー
ジが強いかもしれません。当社では、

アフリカをはじめ世界各国から厳選したドライフ
ルーツやスパイス、塩などを輸入し、日本の消費
者に届けています。成熟しきった日本市場にア
フリカの産品が参入するには、品質の改善だけ
では足らず、ストーリーがある、格好いい、かわい
いなどの付加価値も必要です。
　FAR EASTの看板商品の一つが、ウガンダ
のドライパイナップル。大抵の人が想像以上の
おいしさに驚きます。ビクトリア湖に浮かぶ小さ
な島にあるジャリ村の工場で生産技術や衛生
管理、貿易実務、マーケティングなどの指導を
行い、開発・輸入したものですが、これがなかな
か手強かった。日本市場に通用する品質にな
るまで、三歩進んで二歩下がるならまだしも、振
り出しに戻ったり、また逆戻りしたり…。生産に
携わる住民の中には、多少稼ぎが増えて家が
土造りから煉瓦造りに変わると、もう工場に来
なくなったりする人もいます。彼らとあれやこれ
やと議論を重ね、時には叱咤、時には激励を繰
り返しながら小さな成果を積み上げて、1年で生
産量も7倍に。売れ行きも好調で、輸入すると
すぐに売り切れてしまう状況です。アフリカとビ

ア

では、2008年のTICADⅣで発表された「横浜行動計画」でアフリ
カ進出を視野に入れた民間セクターへの支援が功を奏し、企業の
進出が徐々に進みつつあります。
　今年3月に外務省、経済産業省、国際協力銀行（JBIC）、JICA
などの関係者が一堂に会して「日・SADC（南部アフリカ開発共同
体）インフラ投資セミナー」を開催したところ、予想をはるかに超える
170社もの民間企業の参加がありました。この関心の高さは、私た
ちにとって大変うれしいこと。石油や天然ガスはもちろん、IT産業に
欠かせないレアアース（希土類）やレアメタル（希少金属）が確保で
きるという点で、アフリカは有望な投資先であると確信しています。
　民間セクターは産業、雇用を生み出し、経済発展を貧困削減へ
と導くカギを握っています。日本企業の進出を後押しするには、道
路、港、電力などのインフラ整備、教育や保健分野などの社会開発

界的な不況が続く中、アフリカの経済は大変好調
で、平均で毎年5％以上の経済成長率を記録して
います。その背景には、アフリカが有する鉄や石

炭、鉱物、木材、皮などの一次産品の価格上昇、さらに、こ
れらの資源に対する新興国の需要が増したことがあります。
またこの20年の間に、ガーナやナイジェリア、モザンビークな
どで石油や天然ガスなどが新たに発見されたことから、国際
社会におけるアフリカの注目度は一気に高まりました。日本

世

を支援するODAとの連携が欠かせません。アフリカの発展にとって
重要なパートナーである日本と、これからもより良い関係を築いてい
きたいと思っています。

駐日ジンバブエ大使
（在京アフリカ外交団長）

◆ 佐々木敏行代表取締役株式会社 FAR EAST

FAR EASTでは、ス
パイスや塩など、世界
各国で生まれたさま
ざまな商品を販売

一校一国運動の一
環として、横浜市内
の小学校を訪れた
カメルーンの舞踊団

民間セクターの有望な投資先へ

“共に歩む”パートナービジネスチャンスに
満ちた大陸

June 2012                         1617                         June 2012



ブルキナファソ

長
年
の
夢
だ
っ
た
映
像
業
界
に
飛
び
込
み
、
２
年
半
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ビ
デ
オ
制
作
会
社
で
働
い
た
後
に
フ
リ
ー
の
映
像
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
に
。
テ
レ
ビ
番
組
か
ら
企
業
の
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
ま
で
多
彩

な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
手
が
け
、
撮
影
や
映
像
編
集
の
経
験
を

培
っ
て
き
た
。

そ
し
て
迎
え
た
30
代―

。「
映
像
の
仕
事
を
し
な
が
ら
も
、
い

ず
れ
海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
」

と
い
う
本
間
さ
ん
。
こ
の
先
の
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
た
時

に
「
そ
の
国
に
根
を
下
ろ
し
、
現
地
の
人
の
視
点
に
立
っ
て
役

に
立
つ
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
。
そ
こ
で

た
ど
り
着
い
た
の
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
挑
戦
だ
っ
た
。

本
間
さ
ん
の
配
属
先
は
、
柔
道
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
各
種
ス
ポ

ー
ツ
の
大
会
の
開
催
を
管
轄
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
・
余
暇
省
の

広
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
。
日
本
で
の
経
験
を
生
か
し
、

報
道
資
料
や
広
報
用
の
ポ
ス
タ
ー
や
Ｃ
Ｍ
の
制
作
を
支
援
し
て

い
る
。
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
は
健
康
増
進
の
た
め
に
運
動
す
る

と
い
う
意
識
が
低
い
た
め
、
国
民
に
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
普
及

す
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。

赴
任
し
て
最
初
に
任
さ
れ
た
の
が
、
年
１
回
の
自
転
車
レ
ー

ス
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
フ
ァ
ソ
」
25
周
年
記
念
大
会
の
ポ
ス
タ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
。
こ
れ
ま
で
は
写
真
が
使
わ
れ
て
き
た
が
、
本
間

さ
ん
は
変
化
を
つ
け
よ
う
と
、
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
イ

ラ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
驚
く
べ
き
こ
と
に
、

局
長
か
ら
伝
え
ら
れ
た
の
は
「
締
め
切
り
は
今
日
の
夕
方
」
と

の
言
葉
。「
今
と
な
っ
て
は
、
こ
の
時
間
感
覚
が
ブ
ル
キ
ナ
フ

ァ
ソ
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
が
」
と
笑
う
本
間
さ
ん
。
そ
う
、

こ
の
国
で
は
事
前
に
計
画
を
立
て
ず
、「
な
ん
と
か
な
る
」
と

直
前
に
動
き
出
す
こ
と
が
多
い
の
だ
。

試
行
錯
誤
を
経
て
約
８
時
間
で
仕
上
げ
た
ポ
ス
タ
ー
は
、
同

僚
た
ち
に
も
大
好
評
。
別
の
部
署
の
人
か
ら
も
〝
あ
の
ポ
ス
タ

ー
を
作
っ
た
オ
マ
ー
か
〞
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。「
最
初
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
え
た
お
か
げ
で
、

協
力
隊
員
と
し
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

本
間
さ
ん
は
振
り
返
る
。

〝
現
地
の
人
の
視
点
〞
で

途
上
国
に
貢
献
し
た
い
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ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
で
の
活
動
を
、「
４
人
し
か
い
な
い
制
作

会
社
に
中
途
で
採
用
さ
れ
た
社
員
」
と
表
現
す
る
本
間
さ
ん
。

広
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
局
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
編
集
、
動

画
・
写
真
撮
影
ま
で
す
べ
て
の
作
業
を
４
人
で
行
っ
て
い
る
。

毎
日
が
大
変
忙
し
く
、
映
像
技
術
は
必
要
最
低
限
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
れ
ば
〝
良
し
〞
と
さ
れ
て
い
た
。

　
例
え
ば
動
画
の
編
集
技
術
。「
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
を
使
う
の
で

す
が
、
彼
ら
は
不
要
な
映
像
を
切
り
落
と
し
、
時
系
列
の
ま
ま

映
像
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
編
集
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
で
も
、

映
像
の
順
序
を
入
れ
替
え
た
り
、
印
象
的
な
シ
ー
ン
に
フ
ォ
ー

カ
ス
す
る
な
ど
の
作
業
こ
そ
が
、
本
来
の
編
集
な
の
で
す
」。

そ
れ
を
学
ん
で
も
ら
う
に
は
、
実
践
を
通
じ
て
伝
え
る
し
か
な

い
。
そ
の
絶
好
の
機
会
が
ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
の
開
催
に
合
わ

せ
て
流
す
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Ｃ
Ｍ
」
の
制
作
だ
っ
た
。

　「
人
の
少
な
い
シ
ー
ン
か
ら
多
い
シ
ー
ン
に
徐
々
に
切
り
替

え
て
盛
り
上
げ
て
み
よ
う
」「
同
じ
ア
ン
グ
ル
の
映
像
が
続
か

な
い
方
が
、
見
る
側
に
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
は
ず
」「
運
動

中
の
映
像
が
足
り
な
い
の
で
追
加
撮
影
を
し
て
は
」

　
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
映
像
に
な
る
よ
う
、
一
つ
一
つ
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
な
が
ら
〝
演
出
〞
し
て
い
っ
た
本
間
さ
ん
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
同
僚
が
自
分
た
ち
で
考
え
て
工
夫

を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
正

解
は
な
い
の
で
、〝
こ
れ
が
絶
対
〞
と
言
え
な
い
と
こ
ろ
が
難

し
い
。 

私
の
や
り
方
を
見
て
〝
こ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
〞

〝
こ
れ
を
取
り
入
れ
て
み
よ
う
〞
と
取
捨
選
択
し
な
が
ら
、
技

術
レ
ベ
ル
を
高
め
て
く
れ
れ
ば
」
と
本
間
さ
ん
は
語
る
。

　
活
動
期
間
は
残
り
約
10
カ
月
。
音
楽
が
聞
こ
え
れ
ば
踊
り
出

す
陽
気
な
同
僚
た
ち
に
、
機
材
の
使
い
方
や
編
集
・
デ
ザ
イ
ン

の
指
導
を
続
け
な
が
ら
、
映
像
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
も
始

め
た
本
間
さ
ん
。
い
つ
の
日
か
、
彼
ら
自
身
で
人
々
の
心
に
残

る
作
品
を
生
み
出
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
記
念
す
べ
き
25
周
年
の
大
会
だ
か
ら
、
早
速
〝
オ
マ
ー
〞

に
任
せ
る
よ
。
よ
く
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て
ね
」

２
０
１
１
年
３
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
に
派
遣
さ
れ
た
〝
オ
マ
ー
〞
こ
と
、
本
間
裕
人
さ
ん
。

公
用
語
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
〝
Ｈ
〞
を
発
音
し
な
い
。〝
ホ
ン

マ
〞
が
い
つ
の
間
に
か
〝
オ
マ
ー
〞
に
な
り
、
み
ん
な
か
ら

そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
世
界
地
図
を
見
な
が
ら
家
族
で
海
外
の
話

を
よ
く
し
た
と
い
う
本
間
さ
ん
。
そ
の
影
響
か
ら
か
自
然
と「
世

界
を
旅
し
て
み
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
20
代
前
半
に
は

ア
ジ
ア
や
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
長
期
放
浪
の
旅
に
出
た
。
帰
国
後
は
、

1979年東京都出身。2003年
に大学卒業後、オセアニア、
アジアを放浪。帰国後、ミュージ
ックビデオ制作会社に就職し、
その後フリーの映像ディレク
ターに。2011年3月から青年
海外協力隊（視聴覚教育）とし
てブルキナファソで活動中。

PROFILE

a.海外遠征から帰国した自転車ナショナルチームの選手と握手するスポーツ・余暇省大臣を撮影
b.赴任直後に作成した「ツール・ド・ファソ」のポスター。人が正面を向いたイラストを大胆に使い、これまでになかったデザインと大好評だった
c.スポーツ大会の告知ポスターを作成するため、編集ソフトを使ったデザインを同僚に指導
d.スポーツ関連のイベントにはアーティストを呼ぶことも多い。音響機材を設置したり、動画や写真撮影をしたりと大忙しだ

本
間
　
裕
人

JICA 
Volunteer  

Story

ab

d

HOMMA
Hiroto

さん

子ども向けバスケットボール教室で、スポーツ・余暇省の同僚がコーチにインタビュー。その様子を撮影した本間さんの
映像は、国営放送のスポーツ番組で使われた

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
正
解
は
な
い
。

〝
伝
え
る
〞
技
術
を
磨
い
て
ほ
し
い
」

c

〝
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
〞
が
ま
だ
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な
い
ア
フ
リ
カ
西
部
の
国
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
。

青
年
海
外
協
力
隊
の
本
間
裕
人
さ
ん
は
、
日
本
の
映
像
業
界
で
の
経
験
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
余
暇
省
の
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

〝
実
践
〞の
積
み
重
ね
で

映
像
技
術
の
向
上
を
目
指
す

ワガドゥグ



野口英世が縁となり、
半世紀にわたりガーナと友好関係を築いてきた福島県。
東日本大震災後、いまだ復興の最中にありながら

ガーナの発展に向けて国際協力を通じた人づくりを続けている。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　福
島
県
と
ア
フ
リ
カ
西
部
の
国
ガ
ー
ナ
。

こ
の
両
者
に
強
い
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ヒ
ン
ト
は
、
千
円

札
に
描
か
れ
て
い
る
世
界
的
に
有
名
な
医
学

者
。
そ
う
、
野
口
英
世
だ
。

　福
島
県
に
生
ま
れ
、
幼
少
の
こ
ろ
に
や
け

ど
で
左
手
が
不
自
由
に
な
っ
た
野
口
英
世
。

し
か
し
、
そ
れ
が
彼
の
転
機
と
な
る
。
左
手

の
手
術
を
き
っ
か
け
に
医
師
を
志
し
、
夢
を

叶
え
て
ア
メ
リ
カ
で
伝
染
病
を
研
究
。
１
９

２
７
年
に
は
黄
熱
病
の
研
究
の
た
め
、
当
時

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
だ
っ
た
ガ
ー
ナ
に
渡
っ

た
。
し
か
し
研
究
中
、
自
身
も
黄
熱
病
に
感

染
し
志
半
ば
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

　医
学
研
究
で
功
績
を
残
し
た
野
口
博
士
が

生
涯
を
閉
じ
た
地
と
い
う
縁
で
、
ガ
ー
ナ
政

府
は
60
年
代
に
医
療
分
野
へ
の
協
力
を
日
本

に
要
請
。
福
島
県
立
医
科
大
学
か
ら
ガ
ー
ナ

大
学
に
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
、
ウ
イ
ル
ス
学

や
感
染
症
な
ど
の
研
究
方
法
を
指
導
。
79
年

に
は
首
都
ア
ク
ラ
に
日
本
の
協
力
で
「
野
口

記
念
医
学
研
究
所
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　80
年
代
以
降
も
野
菜
栽
培
や
稲
作
、
植
林

な
ど
、
県
の
一
大
産
業
で
あ
る
農
林
業
分
野

を
中
心
に
ガ
ー
ナ
か
ら
研
修
員
を
受
け
入
れ

て
き
た
福
島
県
。
そ
し
て
２
０
１
０
年
、
ガ

ー
ナ
大
統
領
の
来
日
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

は
同
国
の
人
材
育
成
を
よ
り
一
層
強
化
す
る

こ
と
に
。
福
島
県
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
、

３
年
間
で
１
０
０
人
以
上
の
ガ
ー
ナ
人
研
修

員
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　初
年
度
の
２
０
１
０
年
度
は
「
福
島
県
と

の
連
携
に
よ
る
ガ
ー
ナ
人
材
育
成
包

括
研
修
」
と
銘
打
ち
、
福
島
を
舞
台

に
稲
作
振
興
、
産
業
振
興
、
道
路
管

理
技
術
、
初
等
教
育
の
４
分
野
で
研

修
を
行
い
、
40
人
が
参
加
し
た
。
２

０
１
１
年
度
に
も
同
様
に
研
修
を
実

施
す
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
３

月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

原
発
事
故
で
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
福
島
県
は
災
害
対
応
や
復
興
対
策

に
追
わ
れ
、
研
修
の
開
催
は
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
。

　そ
れ
で
も
な
ん
と
か
研
修
を
実
施

し
た
い―

。
福
島
県
生
活
環
境
部
国

際
課
の
鈴
木
大
介
さ
ん
は
「
震
災
後
、

ガ
ー
ナ
大
使
が
福
島
を
訪
れ
知
事
に

お
見
舞
い
の
言
葉
を
述
べ
て
く
れ
ま

し
た
。
前
年
度
の
研
修
員
か
ら
も
励

ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い
る

福
島
の
姿
を
ガ
ー
ナ
の
皆
さ
ん
に
直
接
見
て

も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
話
す
。
鈴
木

さ
ん
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国
事
務
所
に
出
向
し
て

い
た
経
験
も
あ
り
、
国
際
協
力
に
対
し
て
人

一
倍
熱
い
思
い
を
抱
い
て
い
た
。

　し
か
し
、
福
島
県
内
で
４
分
野
の
研
修
す

べ
て
を
実
施
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
こ
で
中

小
企
業
支
援
を
担
当
す
る
省
庁
職
員
な
ど
が

対
象
の
「
産
業
振
興
」
コ
ー
ス
の
み
を
開
催

す
る
こ
と
に
。
町
工
場
の
多
い
東
大
阪
市
な

ど
に
も
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　２
０
１
２
年
１
月
末
、
ガ
ー
ナ
貿
易
産
業

省
や
商
工
会
議
所
の
職
員
な
ど
、
研
修
員
が

来
日
。
ま
ず
は
大
阪
で
３
週
間
、「
カ
イ
ゼ
ン
」

と
「
中
小
企
業
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を

受
け
、
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
や
木
材
加
工
業
者

な
ど
、
中
小
企
業
の
視
察
を
通
じ
て
〝
も
の

づ
く
り
〞
の
技
術
を
学
ん
だ
。
研
修
員
た
ち

は
各
企
業
が
「
５
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・

清
潔
・
し
つ
け
）」
な
ど
を
通
じ
て
生
産
性

や
品
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、「
ど
う
や
っ
て
社
員
の
自

主
性
を
高
め
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
積
極
的

に
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

　「５
Ｓ
を
学
ん
だ
後
、
研
修
員
た
ち
が
脱

い
だ
靴
を
き
ち
ん
と
そ
ろ
え
て
い
た
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
取
り
入

れ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
」

と
、
大
阪
で
の
研
修
を
担
当
し
た
公
益
財
団

法
人
太
平
洋
人
材
交
流
セ
ン
タ
ー
の
菅
原
宏

さ
ん
は
振
り
返
る
。

　大
阪
滞
在
後
、
研
修
員
た
ち
は
い
よ
い
よ

福
島
へ
。
セ
ク
タ
ー
ご
と
の
専
門
性
を
生
か

し
て
研
究
開
発
な
ど
を
行
う
「
産
官
学
連
携
」

に
つ
い
て
の
講
義
や
、
県
の
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
や
地
元
企
業
を
視
察
。
ガ
ー
ナ
と
福
島

を
つ
な
ぐ
原
点
で
あ
る
野
口
英
世
記
念
館
も

訪
問
し
、
地
元
の
人
々
と
交
流
し
た
。

　福
島
で
の
研
修
を
担
当
し
た
の
は
、
県
内

の
工
業
振
興
に
向
け
た
技
術
開
発
支
援
や
測

定
・
分
析
な
ど
を
行
う
試
験
研
究
機
関
の
福

島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
。
企
画
連
携
部
の
笹

山
淑
弘
さ
ん
は
、「
大
学
と
菓
子
メ
ー
カ
ー

が
連
携
し
て
新
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
公

的
機
関
、
企
業
、
大
学
が
知
恵
を
出
し
合
っ

て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
せ
る
こ
と
に
、
皆

さ
ん
驚
い
て
い
ま
し
た
。
業
界
間
の
連
携
と

い
う
発
想
自
体
が
新
鮮
だ
っ
た
よ
う
で
す
」

と
話
す
。
ガ
ー
ナ
商
工
会
議
所
の
ニ
リ
・
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ア
ー
サ
ー
さ
ん
は
、「
産
官
学

連
携
は
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
新
た
な
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
。
私
た
ち
が
音
頭
を
と
っ
て
、

推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　大
阪
・
福
島
で
の
学
び
を
基
に
、
研
修
員

た
ち
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
。「
工

場
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
、
安
全
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
制
定
し
、
５
Ｓ
や
安
全
マ
ー
ク
を

取
り
入
れ
る
。
ま
ず
は
こ
の
１
年
で
20
社
に

現
場
の
安
全
教
育
を
普
及
さ
せ
た
い
」。
そ

う
発
表
し
た
貿
易
産
業
省
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・

ア
ブ
バ
カ
リ
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
員
が
帰
国

後
の
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
て
い
た
。

　研
修
で
学
ん
だ
新
た
な
視
点
・
手
法
・
考

え
を
ガ
ー
ナ
で
生
か
し
て
ほ
し
い―

。
福
島

の
人
々
の
思
い
を
受
け
、
彼
ら
は
ガ
ー
ナ
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
く
は
ず
だ
。

一
人
の
日
本
人
が
つ
な
い
だ

ガ
ー
ナ
と
の
友
好
関
係

大
阪
と
福
島
で

中
小
企
業
振
興
の
研
修
を
実
施

面積1万3,782平方キロ。北海道、
岩手県に次ぎ、日本で3番目の面積
を有する。人口約200万人。県庁
所在地は福島市。肥よくな大地と水
資源に恵まれ、コメをはじめ、サヤイ
ンゲンやキュウリ、モモ、ナシなど農
作物の生産が盛ん。その強みを開
発途上国の発展に還元すべく、専
門家の派遣や研修員の受け入れな
どを行っている。

福島県

25

2010年度の研修では「稲作振興」コースも実施。農産物直
売所などを視察し、効果的な販売方法などを学んだ

福島で精密機械を製造する中小企業を訪れ、ガーナで活用可能なノウハウを考える研修員たち

産官学連携による利点を研修員に説明する
福島県ハイテクプラザの笹山さん（左）

研修で学んだことを自国でどう生かすかアクションプラン
を作成。個人指導を行い、実践的な計画を練っていく

福島県

福  島  県
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次世代への財産

　
２
０
１
０
年
12
月
以
降
、
中
東
諸
国
に
一
気

に
拡
大
し
た
民
主
化
運
動
「
ア
ラ
ブ
の
春
」。
そ

の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
長
年
指
摘
さ
れ
て
き

た
若
年
層
の
失
業
問
題―

。
産
業
発
展
や
社
会

の
安
定
と
い
う
観
点
か
ら
、「
雇
用
」
は
ど
の
国

に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
だ
。

　
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
民
主
主
義
が
定
着
し
て

い
る
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
毎
年
10
万
人
の
若
者
が

新
規
に
労
働
市
場
に
参
入
し
て
い
る
。
そ
の
市

場
へ
の
技
術
者
輩
出
に
貢
献
し
て
い
る
の
が
、

首
都
ダ
カ
ー
ル
に
あ
る
職
業
訓
練
施
設
「
セ
ネ

ガ
ル
・
日
本
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
）」。

そ
う
、
そ
の
〝
日
本
〞
の
名
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
約
30
年
に
わ
た
り
、Ｃ
Ｆ
Ｐ

Ｔ
へ
の
協
力
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
続

け
て
き
た
。　
　

　
１
９
８
０
年
代
、
国
の
経
済
の
大
部
分
を
農

業
に
依
存
し
て
い
た
セ
ネ
ガ
ル
。
そ
の
脆
弱
な

経
済
か
ら
脱
却
す
べ
く
、
軽
工
業
の
発
展
に
つ

な
が
る
人
材
育
成
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
日
本
は
82
年
、
セ
ネ
ガ
ル
政
府
の
要
請

を
受
け
て
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
建
設
の
支
援
を
開
始
。
技

術
者
資
格
の
取
得
者
を
２
年
間
指
導
す
る
コ
ー

ス
開
設
に
向
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
84
年
か
ら
セ
ン

タ
ー
の
運
営
や
指
導
官
へ
の
技
術
指
導
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
な
ど
の
技
術
協
力
を
行
っ
た
。

対
象
は
電
気
技
術
、
電
子
工
学
、
電
子
機
械
、

自
動
車
整
備
の
４
部
門
。
当
時
、
急
速
に
普
及

し
て
い
た
自
動
車
、
パ
ソ
コ
ン
産
業
で
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
た
〝
基
礎
技
術
〞
だ
。

初
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

赴
任
し
て
い
た
御
正
隆
信
さ
ん
は
、「〝
知

識
を
出
し
惜
し
み
せ
ず
、
す
べ
て
教
え

て
く
れ
る
〞
と
、
日
本
は
現
地
の
人
た
ち

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
振

り
返
る
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
が
順
風
満
帆
に
進
ん

だ
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
の
製

造
業
を
支
え
て
き
た「
５
Ｓ（
整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
）」
の
理
念
が
ま

っ
た
く
理
解
さ
れ
な
い
。
役
割
分
担
が
明

確
な
セ
ネ
ガ
ル
社
会
で
は
、
機
械
を
動
か

す
人
が
清
掃
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
だ
。「〝
こ
れ
は
自
分
の
仕
事
で

は
な
い
〞
と
い
う
意
識
が
抜
け
な
い
人
た

ち
に
、
作
業
服
に
誇
り
を
持
ち
、
み
ん
な

で
一
緒
に
仕
事
に
取
り
組
む
と
い
う
日
本

式
の
価
値
観
を
伝
え
る
こ
と
に
苦
労
し
ま

し
た
」
と
、
２
代
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ

ー
ダ
ー
を
務
め
た
尾
藤
俊
和
さ
ん
は
話

す
。
現
場
で
何
度
も
〝
や
っ
て
見
せ
る
〞
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
日
本
で
研
修
を
行
う
な

ど
の
工
夫
に
努
め
た
。

　
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
は
99
年
、
情
報
処
理
、
自
動
工
学
、

電
子
機
械
の
３
部
門
で
、
中
堅
・
上
級
技
術
者

免
状
の
取
得
者
を
３
年
間
指
導
す
る
コ
ー
ス
を

新
設
。
日
本
は
無
償
資
金
協
力
を
通
じ
て
新
し

い
施
設
の
建
設
を
支
援
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
技
術
協

力
の
一
環
と
し
て
新
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策

定
や
技
術
指
導
の
た
め
に
専
門
家
を
派
遣
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応

じ
な
が
ら
、
脈
々
と
続
け
ら
れ
て
き
た
日
本
の

協
力
。Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
の
卒
業
生
は
「
今
、
何
が
必
要

か
自
分
で
考
え
て
対
応
で
き
る
」「
技
術
レ
ベ
ル

も
高
く
規
律
正
し
い
」
と
、
セ
ネ
ガ
ル
産
業
界

か
ら
の
評
判
も
上
々
だ
。Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
を
巣
立
っ
た

卒
業
生
は
２
０
０
０
人
以
上
。
中
堅
・
上
級
技

術
者
の
育
成
を
牽
引
す
る
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
ま
た
こ
う
し
た
実
績
が
買
わ
れ
、

最
近
で
は
国
内
の
民
間
企
業
の
社
員
教
育
も
実

施
。
国
営
電
話
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
な
ど
現

地
企
業
の
社
員
も
約
２
５
０
０
人
が
受
講
し
て

い
る
。

　
そ
し
て
現
在
、Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
で
学
ぶ
受
講
生
の
15

％
は
国
外
か
ら
の
留
学
生
だ
。
99
年
か
ら
は
仏
語

圏
ア
フ
リ
カ
16
カ
国
の
職
業
訓
練
指
導
員
を
対

象
に
し
た
第
三
国
研
修
を
実
施
。
06
〜
08
年
に
は

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
か
ら
の
研
修
員
受
け
入
れ
、

マ
リ
へ
の
教
官
派
遣
を
行
う
な
ど
、
実
に
近
隣

20
カ
国
以
上
の
人
材
育
成
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
昨
年
か
ら
、「
セ
ネ
ガ
ル

日
本
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
機
能
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
始
し
た
。
建
設
機
械
の
保
守
整
備
を

行
う
重
機
保
守
科
、
ビ
ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
配

電
な
ど
を
行
う
建
設
整
備
保
守
科
の
２
学
科
の

新
設
に
向
け
、
訓
練
内
容
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
重
機
保
守
科
の
指
導
員
訓
練

に
お
い
て
は
、コ
マ
ツ
（
株
式
会
社
小
松
製
作
所
）

が
ダ
カ
ー
ル
に
開
設
し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
。

　
西
ア
フ
リ
カ
の
産
業
人
材
育
成
の
拠
点
と
し

て
、
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
Ｃ
Ｆ
Ｐ
Ｔ
。
日
本

人
技
術
者
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
今
も
な
お
躍

進
を
続
け
て
い
る
。

仏
語
圏
ア
フ
リ
カ
の
拠
点
と
し
て

新
た
な
地
位
を
確
立

30
年
以
上
に
わ
た
る

中
堅・上
級
技
術
者
の
育
成

CFPTの事務スタッフ。日本人専門家の
活動を支える上で欠かせない存在だった
CF
活動

産
業
発
展
を
導
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
の
が
職
業
訓
練
。

多
く
の
有
能
な
若
者
を
育
て
て
き
た
セ
ネ
ガ
ル
の
職
業
訓
練
校
は
、

30
年
近
く
に
わ
た
る
日
本
の
協
力
を
経
て
、

西
ア
フ
リ
カ
の
産
業
人
材
育
成
の
拠
点
と
し
て
躍
進
し
て
い
る
。

セ
ネ
ガ
ル
の

産
業
を
切
り
開
い
た

職
業
訓
練
校

CFPT開所式の様子。当時の大統領らとあいさつをする御正隆信・初代リーダー

機械整備の訓練。実習中は厳しい日本人専門家は、実は訓練生たちの良い相
談役だ

コンピューターを使った設計技術の講義を受ける研修員たち。現在もCFPTで
は、西アフリカの産業振興への貢献が期待できる人材が学ぶ

自動車整備の訓練に汗を流
す研修員たち。実践的なカリ
キュラムを通じて、“職業人”と
してのノウハウを身に付ける

セネガル

ダカール

June 2012                         2223                         June 2012



Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
で
保
健

分
野
の
協
力
を
担
当
す
る
高
野
晋
太

郎
さ
ん
。「
予
想
外
の
こ
と
が
起
こ
る

の
が
途
上
国
。
何
事
に
も
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
」。ウ
ガ
ン
ダ
の
人
々
の〝
思

い
〞を
形
に
で
き
る
よ
う
、国
の
成
長

を
見
据
え
た
支
援
を
続
け
て
い
る
。

の
中
に
豊
か
な
人
と
貧
し
い
人
が
い
る
な

ら
、後
者
の
力
に
な
り
た
い
」。こ
れ
が
、私

が
国
際
協
力
業
界
を
志
し
た
原
点
で
す
。
海
外
に

興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
高
校
生
の
時
。地
方
出
身

で
外
国
人
と
接
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の

で
す
が
、近
所
の
留
学
生
と
話
を
し
て
い
る
う
ち
に

「
世
界
は
広
い
ん
だ
な
あ
」と
・・・
。
国
境
の
先
に
存

在
す
る〝
空
間
〞に
、漠
然
と
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
い

ま
し
た
。ま
ず
は
日
本
と
世
界
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

学
び
た
い
と
、大
学
で
は「
国
際
協
力
論
」の
ゼ
ミ
を

選
び
ま
し
た
。指
導
教
員
は
新
聞
記
者
と
し
て
国
際

協
力
の
現
場
を
歩
き
続
け
て
き
た
方
。取
材
で
の
実

体
験
を
通
じ
て
、外
務
省
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
だ
け
で
な
く
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
民
間
企
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
の

活
動
を
多
角
的
な
視
点
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
で
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、〝
国
づ
く
り
〞と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
視
点
で
途

上
国
の
開
発
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
魅
力
を

感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
、国
内
拠
点
の
中
部
国

際
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
中
部
地
方
は〝
も
の
づ
く
り
〞

が
盛
ん
な
地
域
。研
修
事
業
の
担
当
だ
っ
た
の
で
す

が
、日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た〝
日
本
の
技
術
力
〞の
素
晴
ら
し
さ
を
実

感
す
る
日
々
で
し
た
。海
外
と
か
か
わ
る
仕
事
を
す

る
上
で
、日
本
の
現
場
で
日
本
の
強
み
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

　

３
年
間
の
勤
務
を
経
て
人
間
開
発
部
に
異
動
。

「
弱
い
立
場
の
人
の
助
け
に
な
り
た
い
」と
い
う
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
の
原
点
に
立
ち
返
り
た
い
と
、保
健
分

野
の
担
当
を
希
望
し
ま
し
た
。と
は
い
え
、ま
っ
た
く

専
門
外
の
分
野
だ
っ
た
の
で
、各
国
の
保
健
省
が
出

し
て
い
る
指
針
や
関
連
文
献
を
読
ん
で
と
に
か
く
勉

強
し
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
と
の
出
会
い
は
こ
の
時
。
ウ
ガ
ン
ダ
の

「
医
療
機
材
保
守
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
調
査
が
、

初
め
て
の
ア
フ
リ
カ
出
張
で
し
た
。
日
本
で
は
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
な
ア
フ
リ
カ
で

す
が
、飛
行
機
か
ら
降
り
る
と
人
間
が
ほ
っ
と
で
き

る
緑
豊
か
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。一
方
で
、

街
も
人
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、未
知
な
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
２
０
０
８
年
７
月
、ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
に

赴
任
。人
間
開
発
部
で
携
わ
っ
て
い
た
案
件
を
引
き

続
き
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、今
度
は
、現
地
の
人
々

と
日
々
顔
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
。「
現
場
で
得
ら
れ
る
情
報
は
何

に
も
代
え
難
い
」と
、い
つ
も
出
張
時
に
感
じ
て
い
た

か
ら
で
す
。ウ
ガ
ン
ダ
は
順
調
に
経
済
成
長
を
続
け

て
い
ま
す
が
、乳
幼
児
や
妊
産
婦
の
死
亡
率
は
ま
だ

ま
だ
高
い
の
が
現
実
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
医
療
施
設
・
機
材

の
整
備
か
ら
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
ま
で
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
協
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
か
ら
は
J
I
C
A
の
協
力
準
備
調

査（
B
O
P
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
促
進
）を
通
じ
て
、サ
ラ

ヤ
株
式
会
社
と
の
連
携
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た（
８

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。
私
に
と
っ
て
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

と
っ
て
も
新
た
な
挑
戦
で
す
。こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て

き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

ス
を
合
わ
せ
れ
ば
、課
題
解
決
の
突
破
口
が
見
出
せ
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高野 晋太郎
TAKANO Shintaro

大学卒業後、2003年JICAに
就職。J ICA中部国際セン
ター、人間開発部を経て、08
年7月から現職。

世
「

現
場
の
人
々
と
協
働
し

ア
フ
リ
カ
の
成
長
を
後
押
し
し
た
い

アフリカ広域研修で各国の参加者と5S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）の普及について
議論する高野さん

協力隊員が5Sの普及を進める病院を定期
的に訪問し活動の進捗を確認。看護師か
らの信頼も厚い

る
か
も
し
れ
な
い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
提
供
し
た
リ
ソ
ー
ス

を
企
業
の
皆
さ
ん
が
ど
う
料
理
し
て
く
れ
る
の
か
楽

し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
民
間
連
携
で
は
、開
発
課
題

の
解
決
と
企
業
活
動
を
ど
う
結
び
付
け
て
い
く
か
が

重
要
。そ
の
方
針
に
ブ
レ
が
生
じ
な
い
よ
う
、サ
ラ
ヤ

の
担
当
者
と
も
慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
す
る
上
で
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
の
が
、

現
地
の
保
健
省
や
病
院
関
係
者
、日
本
人
専
門
家
、

企
業
の
方
、青
年
海
外
協
力
隊
員
な
ど
が
、現
場
で

各
自
の
個
性
や
強
み
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
。そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、〝
何
か
あ

っ
た
ら
話
せ
る
〞、い
や
、〝
何
も
な
く
て
も
話
せ
る
〞

信
頼
関
係
が
大
切
で
す
。そ
し
て
、一
度
つ
な
が
っ
た

〝
縁
〞は
そ
う
簡
単
に
は
消
え
な
い
。そ
れ
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
貴
重
な
財
産
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

ウ
ガ
ン
ダ
で
の
勤
務
も
も
う
す
ぐ
４
年
。ま
さ
に

成
長
の
最
中
に
あ
る
こ
の
国
の
未
来
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、現
場
の
方
々
と
協
働
し
な
が
ら
私
も
努
力
と

成
長
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

From Uganda



　

ア
フ
リ
カ
が
ア
ジ
ア
の
成
長
か
ら
学
べ
る
こ

と
は
何
か
―
。コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
政
策
対

話
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｉ
Ｐ
Ｄ
）と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
共

同
研
究
を
ま
と
め
た
書
籍『G

ood G
row
th 

and G
overnance in A

frica

（
ア
フ
リ
カ

に
お
け
る
良
い
成
長
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
）』が
、オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
会
か
ら
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｄ
は
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ

ッ
ツ
教
授
が
主
宰
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
。第
４

回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅳ
）で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
同
教
授
や
ア
フ
リ
カ
各
国
元
首

な
ど
と〝
開
発
に
お
け
る
政
府
の
役
割
〞
を

議
論
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

Ｉ
Ｐ
Ｄ
が
共
同
研
究
を
行
う
こ
と
に
な
り
、こ

の
書
籍
は
そ
の
成
果
の
第
一
弾
で
す
。

　

著
者
は
、花
谷
厚
・
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所

上
席
研
究
員（
現
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
南
ス
ー
ダ
ン
事
務

所
長
）、渡
邉
松
男
・
元
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力

客
員
専
門
員（
現
新
潟
県
立
大
学
准
教
授
）

の
ほ
か
、エ
チ
オ
ピ
ア
の
メ
レ
ス
・
ゼ
ナ
ウ
ィ

首
相
や
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
大
野
健

一
、大
野
泉
両
教
授
ら
27
人
。ア
フ
リ
カ
の
経

済
成
長
や
貧
困
削
減
に
向
け
、ア
ジ
ア
の
成

功
例
か
ら
教
訓
を
導
き
出
す
こ
と
が
ね
ら
い

で
す
。

　

４
月
９
日
に
は
国
連
本
部
で
出
版
を
記
念

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研

究
所
の
細
野
昭
雄
所
長
の
ほ
か
、ア
フ
リ
カ
各

国
の
国
連
大
使
ら
が
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
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今
年
４
月
に
就
任
し
た
田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
理
事
長
が
、４
月
30
日
〜
５
月
６
日
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。５
月
１
日
、田
中

理
事
長
は
30
年
以
上
に
及
ぶ
紛
争
の
影
響
に

よ
り
い
ま
だ
貧
困
率
が
高
い
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
中

部
の
コ
タ
バ
ト
を
訪
問
。ム
ス
リ
ム
・
ミ
ン
ダ
ナ

オ
自
治
政
府
の
ム
ジ
ブ
・
ハ
タ
マ
ン
知
事
や
国

際
監
視
団（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
）の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ラ
ヒ
ム

団
長
ら
と
面
談
し
、フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
の
和

平
交
渉
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、日
本
の
協
力
に
よ
る
人
材
育
成
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
の
小
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

Ｉ
Ｍ
Ｔ
に
派
遣
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
活
動
な

ど
を
視
察
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
和

平
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

５
月
２
、３
日
に
は
、マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
運

輸
・
交
通
や
洪
水
対
策
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
中

心
と
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
を
視
察
。近
年
、経

済
が
好
調
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
規
投
資
が
進

ん
で
い
な
い
都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
と

と
も
に
、住
民
移
転
や
居
住
地
整
備
な
ど
の

課
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
に
は
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
３
世
大

統
領
と
面
談
。ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
和
平
が
達
成

さ
れ
れ
ば
同
島
の
紛
争
影
響
地
域
へ
の
支
援

拡
充
を
検
討
し
た
い
こ
と
、マ
ニ
ラ
首
都
圏
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
向
け
て
現
政
権
が
進
め
る
官

民
連
携
へ
の
協
力
の
可
能
性
を
伝
え
る
と
、ア

キ
ノ
大
統
領
も
和
平
に
関
す
る
人
材
育
成
の

必
要
性
に
同
意
。マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
は
公
共
交

通
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、５
月
２
〜
５
日
に
マ
ニ
ラ
で
開
催

さ
れ
た
ア
ジ
ア
開
発
銀
行（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）の
総
会
に

も
出
席
。田
中
理
事
長
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア

グ
ス
・
マ
ル
ト
ワ
ル
ド
ヨ
財
務
大
臣
や
イ
ン
ド

の
プ
ラ
ナ
ブ
・
ム
カ
ジ
ー
財
務
大
臣
と
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
重
要
性
な
ど
各
国
に
合
わ
せ
た
支

援
に
つ
い
て
議
論
し
た
ほ
か
、黒
田
東
彦
Ａ
Ｄ

Ｂ
総
裁
や
米
州
開
発
銀
行
な
ど
各
機
関
の
総

裁
と
も
今
後
の
連
携
方
針
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

同
総
会
初
の
試
み
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の

が
、財
務
大
臣
な
ど
各
国
代
表
団
を
対
象
と

し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
。ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
発
表
を
行
っ
た
田
中
理

事
長
は
、「
２
０
５
０
年
の
あ
る
べ
き
ア
ジ
ア
に

向
け
、す
べ
て
の
人
々
が
恩
恵
を
受
け
る
成
長

を
促
進
す
る
た
め
の
前
提
は〝
平
和
〞。
金
融

ア
ク
セ
ス
の
改
善
、社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・

ネ
ッ
ト
の
充
実
、医
療
保
険
・
年
金
制
度
の
改

善
、税
制
改
革
が
必
要
」と
強
調
し
ま
し
た
。

田中理事長、就任後初となる海外出張でフィリピンを訪問

コロンビア大学スティグリッツ教授との共同研究が書籍化
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ミンダナオ島で職業訓練センターを運営するNGO
を訪問した田中理事長（左）

ADB総会で開催された各国代表団対象のセミ
ナーでゲストスピーカーとして発言
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現
在
、１
８
０
以
上
の
国
・
地
域
で
、イ
ン

フ
ラ
や
教
育
、医
療
分
野
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

開
発
に
貢
献
し
て
い
る
日
本
の
政
府
開
発
援

助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）。し
か
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
が
ど
の

よ
う
に
実
施
さ
れ
、開
発
途
上
国
の
人
々
に

ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、そ
の
実
情
が

見
え
づ
ら
い
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、海
外
に
あ
る
日
本
の
国
際
協
力
の
現
場

を
実
際
に
訪
問
し
、そ
こ
で
見
た
こ
と
、感
じ

た
こ
と
を
帰
国
後
に
ご
報
告
い
た
だ
く「
国

際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
８
月
下
旬
に
約
一
週
間
、ウ
ガ
ン
ダ

と
ス
リ
ラ
ン
カ
に
各
10
人
を
派
遣
し
ま
す
。ご

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
：
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
と
国

際
協
力
ク
イ
ズ
の
回
答
を
記
入
し
、応
募
動

機
・
帰
国
後
の
レ
ポ
ー
ト
活
動
計
画
書
と
と

も
に
郵
送
。

応
募
先
：
〒
1
0
2-

0
0
8
2　

東
京
都

千
代
田
区
一
番
町
23
番
地
3　

日
本
生
命

一
番
町
ビ
ル
5
階　
（
公
社
）青
年
海
外
協

力
協
会
内　

国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー
運
営
事

務
局

応
募
締
切
：
６
月
18
日（
月
）必
着

問
い
合
わ
せ
：
国
際
協
力
レ
ポ
ー
タ
ー
運
営

事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
3-

3
5
5
6-

5
9
2
6

Ｅ
メ
ー
ル
：jica.reporter@

joca.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：w

w
w
.jica.go.jp/hiroba/m

enu

/reporter/index.htm
l

（
応
募
用
紙
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

03　国際協力の現場を視察する「国際協力レポーター」を募集中！

国際協力の現場に足を運ぶ
チャンス！

IPDとJICAの共同研究の成
果をまとめ、アフリカ開発の必
携書に

は
る
ひ
こ



５
回
目
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

成
長
の
裏
側
に
あ
る
現
実

月
中
旬
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ

ン
ペ
ン
。
近
年
、
成
長
著
し
い
こ
の

街
に
は
近
代
的
な
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
道
路

は
車
や
バ
イ
ク
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。

　「街
も
人
も
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
来
る

た
び
に
成
長
を
実
感
す
る
ね
」

　日
本
に
は
な
い
〝
熱
気
〞
に
包
ま
れ
な
が

ら
そ
う
話
す
の
は
、Ｊ
リ
ー
グ
創
成
期
の
立
役

者
と
し
て
活
躍
し
、
引
退
後
も
サ
ッ
カ
ー
解

説
者
と
し
て
国
内
外
を
飛
び
回
る
北
澤
豪
さ

ん
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
る
の
は
な
ん
と
今

回
が
５
回
目
。
２
０
０
４
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
十
数
カ

国
を
訪
れ
て
い
る
彼
に
と
っ
て
も
、特
に
〝
思

い
入
れ
の
深
い
国
〞
だ
。

　北
澤
さ
ん
は
途
上
国
を
視
察
す
る
時
、
い

つ
も
何
ら
か
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
い
る
。
今

回
は
〝
地
雷
〞
と
〝
不
発
弾
〞。
そ
う
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
は
、
内
戦
時
に
埋
設
さ
れ
た
地
雷
や

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
落
と
さ
れ
た
不
発
弾
が
、

現
在
も
至
る
と
こ
ろ
に
眠
っ
て
い
る
の
だ
。

　こ
の
現
実
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
他
人

事
で
は
な
い
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

国
内
唯
一
の
地
上
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
沖
縄

で
は
、
い
ま
だ
年
間
８
０
０
発
の
不
発
弾
が

発
見
、
処
理
さ
れ
て
い
る
の
だ
。「
終
戦
か
ら

半
世
紀
以
上
が
経
っ
た
日
本
で
も
依
然
と
し

て
不
発
弾
が
残
っ
て
い
る
。
途
上
国
に
も
同

じ
問
題
を
抱
え
た
国
が
あ
る
こ
と
を
、
自
分

の
目
で
現
実
を
確
か
め
た
上
で
伝
え
た
い
」。

そ
ん
な
思
い
で
日
本
を
飛
び
立
っ
た
。

　北
澤
さ
ん
は
、
地
雷
の
被
害
が
特
に
深
刻

な
北
西
部
の
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
を
訪
問
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
地
雷
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｃ
）

の
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
で
、
自
ら
の
足
で
現
場

を
見
て
回
っ
た
。Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｃ
は
こ
の
国
の
地
雷

除
去
を
一
手
に
担
う
政
府
機
関
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
１
９
９
８
年
か
ら
続
け
て
い
る
地
雷
除
去

支
援
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
。「
人
の
命
を

守
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
活
動
で
す
ね
」
と

北
澤
さ
ん
。
地
雷
探
査
機
材
、
地
雷
除
去
支

援
機
材
・
車
両
の
供
与
な
ど
を
通
じ
て
日
本

が
支
援
を
続
け
て
き
た
こ
と
を
聞
き
、「
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
発
展
は
、Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｃ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

よ
る
協
力
の
成
果
の
表
れ
だ
と
思
う
」
と
感

心
し
て
い
た
。

　続
い
て
北
澤
さ
ん
が
訪
れ
た
の
は
、
歴
史

上
、
一
人
当
た
り
最
も
多
く
の
爆
撃
を
受
け

た
国
ラ
オ
ス
。
し
か
し
そ
の
事
実
を
知
る
人

は
そ
う
多
く
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に
投

下
さ
れ
た
爆
弾
の
総
量
は
２
０
０
万
ト
ン
超
。

現
在
も
約
８
０
０
０
万
発
が
ベ
ト
ナ
ム
と
の

国
境
地
帯
を
中
心
に
残
っ
て
お
り
、
年
間
約

３
０
０
人
が
爆
発
事
故
に
よ
り
被
害
を
受
け

て
い
る
。
被
害
に
遭
っ
て
も
届
け
が
な
い
ケ

ー
ス
も
多
く
、
実
際
の
被
害
者
数
は
計
り
し

れ
な
い
。

　ラ
オ
ス
の
政
府
機
関
「
ラ
オ
ス
不
発
弾
処

理
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
除
去
サ
イ
ト
を
訪

れ
た
北
澤
さ
ん
。
不
発
弾
が
あ
る
場
所
に
は
、

赤
い
マ
ー
キ
ン
グ
が
さ
れ
て
い
る
。
辺
り
一

面
、
見
渡
す
限
り
〝
赤
〞
だ
。

　北
澤
さ
ん
は
地
域
住
民
と
言
葉
を
交
わ
す

中
で
、
住
居
の
す
ぐ
脇
に
も
不
発
弾
が
眠
っ

て
い
る
こ
と
、
何
の
罪
も
な
い
人
々
が
突
然

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
に
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。
不
発
弾
問
題
に
直
面

す
る
地
域
は
、
ラ
オ
ス
の
貧
困
地
帯
と
呼
ば

れ
て
い
る
場
所
。
農
作
業
も
満
足
に
で
き
ず
、

貧
困
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い

る
と
い
う
。

　ラ
オ
ス
で
は
不
発
弾
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
小
学
校
な
ど
で

の
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

で
も
、
や
は
り
悲
劇

は
起
き
て
し
ま
う
の

だ
。
北
澤
さ
ん
は「
こ

れ
ほ
ど
状
況
が
深
刻

だ
と
は
ま
っ
た
く
知

ら
な
か
っ
た
。
除
去

を
進
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
被
害
に
遭

っ
た
方
た
ち
の
心
の

ケ
ア
な
ど
、
彼
ら
を

支
え
る
制
度
整
備
も

必
要
だ
と
感
じ
た
」

と
話
し
て
い
た
。 

Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
行
っ
て
き
た
地
雷
処
理
支
援
の
経
験
と

そ
の
中
で
蓄
積
さ
れ
た
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
知
見
を

生
か
し
、
今
年
か
ら
ラ
オ
ス
で
の
支
援
を
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ｃ
と
協
働
で
実
施
す
る
予
定
だ
。

　カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
で
は
、
途
上
国
視

察
恒
例
の
サ
ッ
カ
ー
交
流
を
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
ん
だ
北
澤
さ
ん
。
か
つ
て
地
雷
や
不
発

弾
が
あ
っ
て
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

土
地
で
、
伸
び
伸
び
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
子

ど
も
た
ち
。
そ
の
姿
を
う
れ
し
そ
う
に
見
な

が
ら
「
時
間
は
か
か
る
が
成
果
は
確
実
に
出

て
い
る
」
と
実
感
し
た
。

　２
カ
国
の
訪
問
を
通
じ
て
、
紛
争
の
〝
負

の
遺
産
〞
と
闘
う
人
た
ち
に
出
会
っ
た
北
澤

さ
ん
。「
ど
こ
で
も
当
た
り
前
に
サ
ッ
カ
ー
が

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
元
サ
ッ
カ
ー
選
手

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
界
が
平
和

に
な
る
よ
う
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
」。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
目
で
確

か
め
た
途
上
国
の
現
実
を
、
日
本
の
人
々
に

伝
え
て
い
く
覚
悟
だ
。

るが役解さ

in 

カ
ン
ボ
ジ
ア
＆
ラ
オ
ス

2

世
界
で
最
も
多
く
の

〝
爆
弾
〞
が
眠
る
ラ
オ
ス

子どもたちとサッカーを通じて交流。北澤さんはかつてこの地でも多くの地雷が見つ
かったと聞き「彼らが安心して走り回れる環境が必要」と話した

「ラオス不発弾処理プログラム」のスタッフから、
不発弾の構造や威力について説明を受ける

探査機を使って土中の不発弾を探査するラオス人の女性スタッフ

カンボジアで除去作業中の地雷を間近に見る北澤さん

紛
争
終
結
後
、人
々
の
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
地
雷
や
不
発
弾
。

そ
の
存
在
は
、開
発
途
上
国
の
発
展
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

今
年
２
月
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
北
澤
豪
さ
ん
は
、

そ
の
現
実
を
確
か
め
る
た
め
、カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ラ
オ
ス
の
現
場
を
訪
ね
た
。

プノンペン

ビエンチャン

カンボジア

北
澤
豪
さ
ん

紛
争
の
つ
め
跡
を

訪
ね
て

バッタンバン

ラオス
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「メコン連結性の強化」―域内の連結性の支援

第一の柱

「共に発展する」―メコン地域の経済成長の
ための投資や貿易を促進

第二の柱

「人間の安全保障及び環境の持続可能性の
確保」―自然災害、母子保健対策などの強化

第三の柱

月
21
日
、日
本
と
メ
コ
ン
地
域
諸
国

５
カ
国
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、東

京
都
内
で「
第
４
回
日
本
・
メ
コ
ン
地
域
諸

国
首
脳
会
議（
日
メ
コ
ン
首
脳
会
議
）」が

開
か
れ
た
。日
本
政
府
は
こ
の
会
議
の
成
果

と
し
て
、２
０
１
５
年
を
目
標
に
定
め
た
メ

コ
ン
地
域
に
対
す
る
新
た
な
協
力
指
針「
東

京
戦
略
２
０
１
２
」を
採
択
。メ
コ
ン
地
域

の
発
展
に
貢
献
す
る
主
要
イ
ン
フ
ラ
案
件

リ
ス
ト
を
提
示
し
た
ほ
か
、円
借
款
、無
償

資
金
協
力
、技
術
協
力
を
活
用
し
て
、２
０

１
３
年
度
か
ら
３
年
間
で
約
６
０
０
０
億
円

の
支
援
を
行
う
旨
を
表
明
し
た
。

メ
コ
ン
川
流
域
は
地
政
学
的
な
要
衝
に

あ
り
天
然
資
源
も
豊
富
。
教
育
水
準
も
比

較
的
高
く
、優
秀
な
労
働
力
が
存
在
し
て

い
る
。そ
の
た
め
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）の
中
で
も
潜
在
性
が
高
く
、

日
本
企
業
の
進
出
先
と
し
て
も
重
要
視
さ

れ
て
い
る
。
同
地
域
と
の
連
携
で
は
、中
国

を
含
む
メ
コ
ン
地
域
国
が
02
年
か
ら
大
メ
コ

ン
圏（
Ｇ
Ｍ
Ｓ
）首
脳
会
議
を
開
催
。イ
ン
フ

ラ
整
備
を
強
化
す
る
な
ど
影
響
力
を
高
め

て
き
た
の
に
対
し
、日
本
は
同
地
域
と
の
関

係
強
化
を
目
指
し
て
、09
年
か
ら「
日
メ
コ

ン
首
脳
会
議
」を
開
催
し
て
い
る
。

東
京
で
は
２
回
目
と
な
る
今
回
は
、野
田

佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、カ
ン
ボ
ジ

ア
の
フ
ン
・
セ
ン
首
相
、ラ
オ
ス
の
ト
ン
シ

ン
・
タ
ン
マ
ヴ
ォ
ン
首
相
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
テ

イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
、タ
イ
の
イ
ン
ラ
ッ

ク
・
シ
ナ
ワ
ッ
ト
首
相
、ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ

ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
の
５
カ
国
の
首
脳
が

出
席
し
た
。

「
東
京
戦
略
２
０
１
２
」は
09
年
に
発
表

さ
れ
た「
東
京
宣
言
」に
代
わ
る
も
の
で
、

4
メコン地域と
“つながる”ことで
日本も発展

ODAを知る

国際会議

①「
メ
コ
ン
連
結
性
を
強
化
す
る
」、②
投

資
や
貿
易
の
促
進
を
通
じ
て「
共
に
発
展

す
る
」、③「
人
間
の
安
全
保
障
及
び
環
境

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
」を
三
本
柱

と
し
て
い
る
。今
後
策
定
さ
れ
る
行
動
計
画

に
基
づ
き
、同
地
域
の
経
済
成
長
を
後
押

し
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
予

定
だ
。

「
東
京
戦
略
２
０
１
２
」は
、計
57
件
、総

額
約
２
兆
３
０
０
０
億
円
の
主
要
な
イ
ン
フ

ラ
案
件
リ
ス
ト
を
併
せ
て
提
示
し
た
点
が

特
徴
。高
速
道
路
や
港
湾
、発
電
所
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
開
発
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た「
開
発
の
三
角
地
帯
」と
呼
ば
れ
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ベ
ト
ナ
ム
の
開
発
の

遅
れ
た
地
域
に
対
し
て
は
、域
内
の
経
済

格
差
の
是
正
に
向
け
て
、メ
コ
ン
地
域
が
ア

ジ
ア
成
長
の
牽
引
役
と
な
る
よ
う
日
本
も

務
省
国
際
協
力
局
で
は
、Ｏ
Ｄ
Ａ
に

つ
い
て
国
民
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
２
０
０
５
年
か
ら
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
出

前
講
座
」を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
外
務
省
国
際
協
力
局
の

職
員
が
日
本
全
国
の
高
校
・
大
学
・
大

学
院
・
地
方
自
治
体（
国
際
交
流
協
会
）・

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ（
非
政
府
組
織
）・
商
工

会
議
所
な
ど
を
訪
問
し
、Ｏ
Ｄ
Ａ
や
国
際

協
力
に
つ
い
て 

〝
出
前
講
座
〞
を
行
う
と
い

う
も
の
。テ
ー
マ
は
そ
の
都
度
、
訪
問
先
の

希
望
に
応
じ
て
決
定
し
て
い
る
。外
務
省
は

今
後
、こ
の「
Ｏ
Ｄ
Ａ
出
前
講
座
」を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

　
２
０
１
１
年
度
は
、
全
国
９
カ
所
で
30
回

に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
る
。「
な
ぜ
国
際
協

力
を
す
る
の
か
」、「
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
に

つ
い
て
」、「
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
気
候
変
動
」、「
カ
メ
ル

ー
ン
の
現
状
と
日
本
の
経
済
協
力
」な
ど
の

テ
ー
マ
を
通
じ
て
、Ｏ
Ｄ
Ａ
の
基
本
的
知
識

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
が
実
施
し
て
い
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
写
真
や
デ

ー
タ
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
て
開
発
途
上

国
の
現
状
を
伝
え
て
い
る
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
本
の
経
済
状
況
が

悪
い
と
は
い
え
、Ｏ
Ｄ
Ａ
を
し
っ
か
り
継
続
す

る
こ
と
が
、
今
日
本
が
一
番
で
き
る
国
際

貢
献
だ
と
思
っ
た
」、「
各
国
の
事
情
な
ど

に
よ
り
考
え
方
や
方
針
が
異
な
り
、
問
題

解
決
の
難
し
さ
が
よ
く
理
解
で
き
た
」、

「
最
新
の
写
真
が
た
く
さ
ん
取
り
込
ま
れ
、

現
地
の
様
子
が
と
て
も
よ
く
分
か
っ
た
」、

「
ア
フ
リ
カ
に
力
を
入
れ
て
い
る
外
務
省
の

実
際
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　「
Ｏ
Ｄ
Ａ
出
前
講
座
」
に
ご
関
心
の
あ
る

方
は
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
左
記
ま
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

外

支
援
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、持
続
可
能
な
成
長
の
た
め
、水

資
源
管
理
を
含
む
環
境
・
気
候
変
動
や
食

料
安
全
保
障
、社
会
保
障
制
度
の
整
備
・
改

善
へ
の
取
り
組
み
も
支
援
す
る
と
表
明
。２

０
１
５
年
が「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」の
目
標
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、メ
コ

ン
地
域
で
も
乳
幼
児
や
妊
産
婦
の
死
亡
率

低
下
、H
I
V
/
エ
イ
ズ
や
結
核
、マ
ラ
リ

ア
に
よ
る
死
亡
者
削
減
に
関
す
る
数
値
目

標
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
や
長
引
く
デ
フ
レ
に
苦
し

む
日
本
経
済
の
回
復
の
た
め
に
は
、新
興
国

に
加
え
、地
理
的
に
も
近
い
ア
ジ
ア
の
成
長

力
を
取
り
込
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。
日

本
は
メ
コ
ン
地
域
と
の
関
係
強
化
に
向
け

て
、新
た
な
行
動
計
画
の
策
定
、実
施
を
進

め
て
い
く
方
針
だ
。

大統領来日
日メコン首脳会議

ODA出前講座

外務省職員と
ODAについて学ぼう

ミャンマー大統領来日

円借款再開で
“最後のフロンティア”を開拓!

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

野

■「東京戦略2012」の三本柱

に
向
け
た
全
体
的
な
道
筋
に
つ
い
て
合
意

し
て
い
る
。こ
れ
を
受
け
て
テ
イ
ン
・
セ
イ

ン
大
統
領
は
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
民
の
開
発

と
改
革
の
努
力
に
非
常
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
」と
、感
謝
の
意
を
示
し
て
い
る
。

　
両
国
は
今
後
よ
り
一
層
関
係
を
強
化

す
る
重
要
性
を
認
識
し
た
上
で
、日
本
は

防
災
、人
材
育
成
、投
資
・
二
国
間
貿
易

の
推
進
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
協
力
を
し

て
い
く
方
針
を
再
確
認
し
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
家
元
首
の
来
日
は
実
に

28
年
ぶ
り
。
人
口
６
２
０
０
万
人
を
抱
え
、

天
然
資
源
も
豊
富
な
こ
と
か
ら「
最
後
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
国
際
社
会
か
ら
の

注
目
度
も
高
い
。
か
つ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

〝
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
〞
と
い
わ
れ
て
い
た
日

本
。
円
借
款
再
開
を
契
機
に
日
本
企
業

の
進
出
を
後
押
し
し
、ア
ジ
ア
に
お
け
る

日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
。

田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
は
４
月

21
日
、来
日
中
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
テ

イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
と
東
京
都
内
で
会

談
を
行
っ
た
。

　
野
田
総
理
は「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
改
革
は

確
実
に
前
進
し
て
い
る
」と
述
べ
た
上
で
、

同
国
に
対
す
る
円
借
款
再
開
を
含
め
た

支
援
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
。工

業
団
地
の
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ヤ
ン

ゴ
ン
郊
外
の「
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
」の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
協
力
す
る
覚
書
に

署
名
が
さ
れ
た
。

　
ま
た
、同
国
に
対
す
る
経
済
協
力
方
針

を
根
本
的
に
見
直
す
と
強
調
し
、①
少
数

民
族
を
含
む
国
民
の
生
活
向
上
、
②
人

材
の
能
力
向
上
、③
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の

整
備
を
柱
に
、よ
り
一
層
、幅
広
い
支
援

を
行
っ
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

　
円
借
款
の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、日
本

政
府
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
延
滞
債
務
の
解
決

ミャンマーのテイン・セイン大統領と握手を交わす野田総理
（提供：内閣広報室）

■「ODA出前講座」については
外務省国際協力局政策課までお問い合わせください。

メコン地域5カ国の代表と野田総理（提供：内閣広報室）

ODA出前講座では、外務省職員がODAのさまざまなトピッ
クについて講義

〒100-8919　東京都千代田区霞が関2-2-1

TEL：03-3580-3311（代表）

FAX：03-5157-1861

Eメール：oda@mofa.go.jp

ミャンマー概要

ネーピードー

中国

インフラ案件の実施／日メコン経済産業協力イニシアテ
ィブ（MJ - C I）／アジア・カーゴ・ハイウェイ構想／
ASEANスマート・ネットワーク

マクロ経済の健全な発展／投資環境整備（中小企業
支援・電力供給など）／域内経済連携の促進／官民連
携促進／文化交流・観光促進／カンボジア・ラオス・ミャ
ンマー・ベトナムおよび「開発の三角地帯」の支援

防災分野／環境・気候変動（水資源管理を含む）／食
料安全保障・食品安全性向上／社会保障制度

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
oda/shimin/demae.html

外務省ホームページ

面積 ： 68万㎢
人口 ： 6,242万人（2011年：IMF推定値）
首都 ： ネーピードー
公用語 ： ミャンマー語
宗教 ： 仏教（90％）、キリスト教、回教ほか
主要産業 ： 農業
一人当たりGDP（国民総生産） ： 702ドル（2010年度：IMF推定）
経済成長率 ： 5.5％（2011年度、IMF推計）
通貨 ： チャット（Kyat）　1Kyat＝約8.18円（2012年4月現在）

ベトナム

タイ

カンボジア

ラオス
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年1回ヨルダンで行われる「死海マラソン」の
給水所。日本人ボランティアが障がい者の伴
走ランナーとして参加。アラブの春以降、治
安悪化が懸念されている中東地域でも、ヨル
ダンは屋外の行事が開催できるほど平穏

中東地域の礎
期待と希望

Jordan
［ヨルダン］
写真・文＝久野 真一（JICA広報室）

地球ギャラリー vol.45



地球ギャラリー vol.45
a

b

a.国境付近では、隣国イスラエルが実効支配
するゴラン高原を間近に見ることができる
b.ワディ・ラム砂漠をジープで回るツアーが観
光客に人気だ

世界遺産にも登録され
ているペトラ遺跡

船舶が行き交うアカバ湾。イスラエル、エジプト、サウジアラビアの国境が近接している

ヨルダンの国花「ブラック・アイ
リス」。短い春の限られた場所
でしかみられない貴重な花だ

体が浮くことで有名な死海
は、年々水位が１メートル
低下している

う
だ
ろ
う
。
石
油
、
テ
ロ
リ
ス
ト
、
砂
漠
・・・

な
ど
だ
ろ
う
か
。

　
ア
ラ
ブ
圏
の
中
心
に
位
置
す
る
北
海
道
ほ

ど
の
小
国
。イ
ラ
ク
、シ
リ
ア
、パ
レ
ス
チ
ナ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
隣
接
す
る
国
や
地
域
の
名

前
を
聞
く
だ
け
で
、
ど
こ
か
き
な
臭
い
印
象

を
抱
い
て
し
ま
う
。
し
か
し
ヨ
ル
ダ
ン
は
、

こ
れ
ら
の
地
と
一
線
を
画
す
。
２
０
１
０
年

12
月
以
降
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
各
国
が
揺

れ
る
中
、
ヨ
ル
ダ
ン
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の

下
で
、平
和
と
発
展
を
維
持
し
て
い
る
の
だ
。

　
か
つ
て
は
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ク
、
ヨ
ル
ダ

ン
を
含
む
大
シ
リ
ア
圏
の
一
地
方
都
市
だ
っ

た
首
都
ア
ン
マ
ン
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
後
に
「
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ミ
テ
王
国
」

と
し
て
独
立
。
イ
ス
ラ
ム
教
で
由
緒
あ
る
ハ

シ
ミ
テ
家
が
王
位
に
就
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
地
域
で
一
目
置
か
れ
る
存
在
に
な
っ
た
。

　
国
境
を
接
す
る
イ
ラ
ク
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
な
ど
の
石
油
産
出
国
の
よ
う
に
、
天
然
資

源
に
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
土

の
大
半
が
半
乾
燥
地
帯
で
水
資
源
も
乏
し

く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
ア
ラ
ブ
圏
の
中

で
財
政
状
況
が
厳
し
い
国
だ
。
し
か
し
第
四

次
中
東
戦
争
以
降
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
和
平
を

結
び
ア
ラ
ブ
圏
と
欧
米
諸
国
を
結
ぶ
玄
関
口

と
し
て
発
展
。
ア
ン
マ
ン
市
内
に
は
多
く
の

ア
メ
リ
カ
系
企
業
が
進
出
し
、
イ
ス
ラ
ム
国

家
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
に

開
放
的
だ
。
モ
ダ
ン
な
建
築
が
立
ち
並
ん
で

い
る
場
所
も
あ
る
。

　
２
０
１
２
年
の
２
月
と
４
月
に
、
中
東
の

ヨ
ル
ダ
ン
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
。

　 〝
ア
ラ
ブ
圏
〞〝
イ
ス
ラ
ム
圏
〞
な
ど
と

ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
が
ち
な
中
東
地
域
だ

が
、
多
く
の
日
本
人
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
は
ど



小高い丘に囲まれた首都アンマン。その間をひしめくように建物が
建っている

武装した警察官が取り囲む中行われた教職員のデモンストレーション。近隣のアラブ諸国のように大きな暴動になることは少ない

首都 ： アンマン
面積 ： 8.9万㎢（日本の約4分の1）
人口 ： 約604.7万人（2010年）
言語 ： アラビア語（英語も一部使用）
宗教 ： イスラム教、キリスト教など
1人当たり国民総所得（GNI） ： 4,340ドル（2010年）
経路 ： 直行便はなく、ドバイやドーハなどでの乗り継ぎが一般的。
通貨 ： ヨルダン・ディナール（JOD）　1JOD=約114.7円（2012年
5月現在）
気候 ： 四季があり、3～4月が春、11月が秋で過ごしやすい。夏の
5～10月は最高気温が40度を超える日もある。冬の12～2月は
雪が降ることもある。

ヨルダン料理
羊肉のヨーグルトソースかけごはん

「マンサフ」

　鶏肉や羊肉、カリフラワーやニンジン、モ
ロヘイヤ、ひよこ豆など食材が豊富なヨルダ
ン料理。味付けには、カルダモンやタイム、セ
ージ、クミンなどのハーブ類が多く使われる
のが特徴だ。
　かつて「大シリア圏」と呼ばれたシリア、レ
バノン、パレスチナ、イスラエルとは、羊肉と
ニンジンやナスなどの野菜をコメと炊き込む
「マグルバー」や、ひよこ豆と野菜のコロッケ
「ファラフェル」など共通する料理が多い。

　ヨルダンの代表料理は「マンサフ」。アラ
ビア語で「手で食べる」という意味で、砂漠
の民ベドウィンの伝統を受け継いだ料理
だ。「ヨルダンと言えばマンサフ、マンサフと
言えばヨルダン」ともいわれ、結婚式や大切
な客をもてなすときには欠かせない。「ジャ
ミード」と呼ばれる山羊の乳を使った乾燥
ヨーグルトでやわらかく煮込んだ羊肉を、白
いごはんの上に盛りつけて手で食べる。
　日本で「マンサフ」が食べられるのが、東
京・池袋の「月の砂漠」。ヨルダン人オーナ
ーシェフ、ハレッドさん一家が迎えてくれる
異国情緒あふれる雰囲気。子羊の丸焼き
料理や水たばこ、アラブ各国の地ビール、
地ワインも楽しめる。

【材料（4人前）】
羊肉1kg／カルダモン10g／塩、黒コ
ショウ少々／インディカ米500g／バタ
ー50g／松の実100g／プレーンヨー
グルト400ml／小麦粉30g／チキン
スープのもと１個／ターメリック少々
【作り方】
1.圧力鍋に水、カルダモンを半量、
塩、黒コショウを入れ、羊肉が柔ら
かくなるまで煮る。

2.別の鍋にインディカ米、水、カルダ
モンの残り半量、塩、黒コショウを
入れて炊く。

3.プレーンヨーグルトに水（200ml）と
小麦粉を合わせて弱火にかけ、チキ
ンスープのもと、ターメリック、バター
を加えてかき混ぜながらよく煮る。
4.3に1の羊肉を加え5分ほど煮込み、
2に乗せる。揚げた松の実を散らす。

アラビアレストラン月の砂漠
〒171-0021　東京都豊島区西池袋1-26-5 東山ビル2Ｆ　
TEL：03-3980-7057　営業時間：18～24時 不定休
URL：tsukinosabaku.com/

アンマン東部からイラクにかけて広がる土漠地帯。給水車が行き交う

難民キャンプの学校は、公立学校に比べ老朽化が進んでいる

地球ギャラリー vol.45

ヨルダン

アンマン

首都の野菜市場で働くエジプト人。隣国からの
出稼ぎも多く、ヨルダン人の失業率は高い

　
そ
ん
な
明
る
い
成
長
の
姿
が
見
ら
れ
る
一

方
で
、
人
々
の
心
は
一
枚
岩
で
は
な
い
。
国

民
の
７
割
が
パ
レ
ス
チ
ナ
系
と
い
う
事
実

―
。
少
数
だ
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
い
て
、
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
縁
の
あ
る
遺
跡
も
多
い
。

し
か
し
ど
ん
な
宗
教
で
あ
れ
、常
に
「
平
和
」

を
意
識
せ
ず
と
も
、
誰
も
が
お
だ
や
か
な
暮

ら
し
を
望
ん
で
い
る
は
ず
だ
。

　
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
に
対
し
て
は
、
国
際
社

会
に
よ
る
支
援
が
長
年
続
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
世
界
的
な
不
況
の
中
で
支
援
側
の

体
力
も
落
ち
、
そ
の
ほ
こ
ろ
び
は
今
、
社
会

的
に
弱
い
立
場
の
人
々
の
不
満
に
直
結
し
て

い
る
。

　
半
世
紀
近
く
に
わ
た
り
、
も
は
や
一
つ
の

都
市
の
よ
う
に
国
内
各
地
に
存
在
し
て
き
た

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
。
学
校
教
育
の

現
場
を
取
っ
て
も
、
公
立
学
校
へ
通
え
る
ヨ

ル
ダ
ン
人
と
難
民
の
間
に
は
目
に
見
え
た
格

差
が
あ
る
。

　
彼
ら
の
故
郷
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
地
を

実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
動
向
の
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
れ
ば
、
平
穏
で
い
ら
れ
な
く
な

る
人
が
出
る
の
は
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
同

国
が
抱
え
る
問
題
は
中
東
地
域
の
縮
図
で
も

あ
る
。

　
恒
久
的
な
平
和
と
繁
栄
に
向
け
て
、
中
東

地
域
の
〝
礎
〞
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
ヨ
ル
ダ
ン
。
こ
の
国
の
人
々
に
〝
希
望
〞

が
近
付
く
よ
う
、
日
本
人
も
関
心
を
持
ち
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
し
ず
え



難
民
支
援
と

公
共
サ
ー
ビ
ス
整
備
を
通
じ
て

安
定
し
た
国
づ
く
り
を

地
政
学
的
に
中
東
地
域
の
安
定
の
カ
ギ
を
握
る
と
い
わ
れ
る
ヨ
ル
ダ
ン
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
同
国
に
多
く
暮
ら
す
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
支
援
の
ほ
か
、

水
道
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
観
光
産
業
の
振
興
を
通
し
て
、

安
定
し
た
国
づ
く
り
に
向
け
た
協
力
を
進
め
て
い
る
。

　東はイラク、西はパレスチナとイスラエル、

南はサウジアラビア、北はシリアと国境を接す

るヨルダン。パレスチナ問題やアラブの春な

どに揺れる中東地域の中でも情勢が安定し

ており、かつ、数少ないイスラエルとの国交が

ある国として、この地域の安定に貢献し得る

国として期待されている。

　1948年のイスラエル建国、67年の第三

次中東戦争時に大量に発生したパレスチナ

難民を受け入れた結果、現在、ヨルダンの人

口の３分の２に当たる約450万人がパレスチ

ナ系の人々。国内10カ所ある難民キャンプに

は約36万人が暮らし、国連パレスチナ難民

救済事業機関（UNRWA）をはじめ、各国ドナ

ーやNGOによる支援を受けながら最低限の

生活が維持されている。しかし多くの人は仕

事がなく、経済的に自立できていないのが現

状だ。

　そこでJICAは、2006年からヨルダン外務

省パレスチナ局が運営する難民キャンプ内の

職業訓練・雇用センターの能力強化に対する

協力を実施。就業支援に加え、現金収入に

直結する技術習得のための研修を行ってい

る。また、09年からは「パレスチナ難民生計向

上のための能力開発プロジェクト」を通じて、

慣習上の理由から外で働くことができず、社

会的に弱い立場にある女性に対する支援を

強化。家庭内でも化粧クリームや香水などを

製造できる技術を得ることで、女性が現金収

入を得られるようになりつつある。加えて、女

性の収入源の確保や家庭内での地位向上

を目指し、地域内での啓発活動にも取り組ん

でいる。

　また、難民キャンプ内の学校では青年海外

協力隊の活動により、授業で行われないこと

が多い音楽や図工などの普及を通じて、難民

として終わりの見えない生活を送る子どもたち

の健全な心の発育を目指す。

　パレスチナ難民支援に加え、ヨルダンの最

優先課題の一つに挙げられるのが公共サー

ビスの整備不足。中でも深刻なのは水道だ。

ヨルダンは国土の約75％が砂漠地帯で水資

源が少ないために国内全土で給水制限が行

われ、首都アンマンでも週２～３日、地方では

週１日程度しか給水が行われていないところも

ある。これに加え、給水管の老朽化による漏

水、水道メーターの故障、盗水などにより、水

道庁が利用料を徴収できていない「無収水

率」は約5割に上る。そこでJICAは、05年から

「無収水対策能力向上プロジェクト」を通じて

水道庁や各地域の水道事業担当者を対象

に研修を行い、漏水の探知や給水管の故障

箇所を修繕する技術の向上を支援。09年か

らはこうした既存の水道網の改善に加え、水

道整備を始める段階から無収水の発生を予

防するため、給水管の無計画な配置や水道メ

ーターの粗悪な施工が起こらないよう、水道

庁の水道網管理能力の強化を支援している。

　同国でこのような開発課題が生じるのは、

慢性的な財政難が背景にある。天然資源や

大きな産業に恵まれていないことから、貿易

赤字を海外からの援助や直接投資で補って

いるのが現状だ。ヨルダンが真の意味で自立

し、安定した国づくりを進めていくためには、産

業振興が必要不可欠だ。現在、最も重要な

外貨獲得の手段は観光。死海や世界遺産に

も指定されているペトラ遺跡などの観光資源

を最大限に生かすため、JICAは99年から

「観光セクター開発事業」を進めている。国立

博物館や死海を望む展望台の建設など複数

のプロジェクトを通じて観光地の整備を行っ

ており、観光産業の振興に貢献している。

JICAの活動
in ヨルダン

パレスチナ難民キャンプ
の女性たちに化粧クリー
ムや香水、洗剤などの製
造方法を指導
（下写真撮影：久野真一）

［左］日本人専門家の指導を受けながら漏水量の計測方
法などを学ぶ水道庁職員
［右］日本の支援で建設されたヨルダン国立博物館の開館
に向けて、日本人専門家が展示方法などを指導（撮影：久
野真一）

地球ギャラリー vol.45

難民キャンプ内の学校で、自身が通っていた幼稚
園から寄贈されたピアニカを使って音楽を教える
青年海外協力隊 （撮影：久野真一）
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新 着 情 報

B  OOK

『「共に生きる」をデザインする
グローバル教育 教材と活用ハンドブック』
ヒト・モノ・カネが自由に移動することが可能になった現代
社会。戦争や貧困、環境などの問題は、もはや他人事ではな
い。こうした地球規模の課題解決に向けて、物事をグローバル
に考え、行動できる人材を育成す
るのが「グローバル教育」だ。未
来を担う子どもたちが世界のさま
ざまな価値観に触れることでコ
ミュニケーション能力を高め、国内
外で活躍できる人材に育ってほし
い―。そんな教員の声に応えて、
「グローバル教育」の実践方法が
書かれたのが本書だ。教材として
使えるプリントが収録された
CD-ROM付きで授業に生かせる
情報が満載。

B  OOK

『進む中央アジアとの出会い 
―文化交流と国際協力と―』
JICAの支援を通じて、アジア8カ国に設置されている日本人
材開発センター。近年成長著しいアジアの市場経済化に貢
献する人材育成に加え、日本語教育や文化交流事業を通
じて、日本との相互理解を図る上
で重要な拠点にもなっている。
2009年にウズベキスタン日本人
材開発センターの所長として赴任
した著者は、ウズベキスタンはもち
ろん、急速に開発が進み変貌を遂
げる中央アジアの姿を見てきた。
現場ではどのような国際協力が行
われていたか、そして同地域への
JICAの支援が日本にとってなぜ
大切なのか考察した一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2012年／日本／108分
監督：岩佐寿弥
公開：6月30日（土）より、東京・渋谷ユーロスペースほかにて全国順次公開
ＵＲＬ：www.olo-tibet.com
配給：ユーロスペース　TEL：03-3461-0211

○c OLO Production Committee

会期：6月9日（土）～8月5日（日）　10～18時（木金は20時まで）　月曜休館
会場：東京都写真美術館　TEL：03-3280-0099
URL：www.asahi.com/event/wpph
※8月以降は大阪、京都、滋賀、大分を巡回

米田博 著
溪水社
1,890円（税込）

『オロ The boy from Tibet』
「しっかり勉強するんだよ」。そう母親に背中を押され、主人公の少
年オロが命がけでヒマラヤを越えてチベットから亡命したのは6歳
の時。インド北部の街ダラムサラで、チベット亡命政府がチベット文
化継承のために運営する教育機関「チベットこども村」に暮らして
いる。なぜ母は、愛する息子を異国へと旅立たせたのか―。その答
えを自力で探し求める一人の少年の悲しみやよろこびを追ったド
キュメンタリー。

『世界報道写真展2012』
今年1～2月にオランダで開かれた「世界報道写真コンテスト」の
応募作品の中から約170作品を展示。イエメンのデモで負傷した
息子を抱きかかえる女性を写した大賞受賞作のほか、リビアのカダ
フィ政権への反乱、密猟で角を奪われたサイ、そして東日本大震災
による津波のつめ跡など、2011年の決定的瞬間をとらえた作品
が並ぶ。世界トップクラスの報道写真を通して、今まさに世界各地
で何が起こっているのかを学べる貴重な機会になるはず。

E  VENT

M  OVIE

NPO法人全国国際教育協会 監修
メディア総合研究所
1,995円（税込）
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スポーツ

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① キルギスのフェルト製品
② 書籍『進む中央アジアとの出会い』 （p37参照）
③ 書籍『「共に生きる」をデザインするグローバル教育』
　  （p37参照）

◎応募締切：2012年7月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対する
ご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・電話
番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の上、お
送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処理およ
びプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。当選者
の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

2012年7～8月にイギリスのロンドンで開催される夏季オリン
ピックに合わせて、JICAのスポーツ分野の協力を特集します。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
４
年
ご
と
に
「
全
国
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実

施
し
、
開
発
途
上
国
や
国
際
協
力
へ
の
関
心
度
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
認
知
度
と
評
価
、
今
後
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い

て
の
考
え
方
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
そ
の
調
査
実

施
年
度
で
し
た
の
で
、
全
国
３
０
０
０
人
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
閣
府
に
よ
る
「
外
交
に
関
す
る
意
識
調
査
」
で
も
「
経
済
協
力
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
」
と
す
る
人
が
前
年
の
32
％
か
ら
27
％
に
減
り

ま
し
た
が
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行
っ
た
調
査
で
も
「
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で

あ
る
」「
多
少
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
」
が
42
・
5
％
か
ら
30
・
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％
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０
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３
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一
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で
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国
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３
％
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８
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Ａ
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こ
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Ｄ
Ａ
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Ｄ
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す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。
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Ｃ
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。
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本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

2

3

1

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/
バックナンバーはJICAホームページ（http://www.jica.go.jp/publication/j-world）でご覧いただけます。　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

O
D
A
を
通
じ
て
、途
上
国
と
日
本
を
元
気
に

訂正とお詫び ： 2012年5月号の「地球ギャラリー」に誤りがありました。
（35ページ）モザンビークの国旗
（36ページ）本文最後の文章→訂正後：給水・衛生分野では、中部ザンベジア州での協力の経
験を生かし、回廊が通るニアッサ州で住民主体で行う給水施設の維持管理を支援していく予定だ。
ここに訂正し、お詫び申し上げます。
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　「中央アジアのスイス」と呼ばれるキ
ルギス。見渡す限り広がる山々の頂上に
は雲がかかり、どこか幻想的な風景が
広がっている。
　そんな美しい姿とは裏腹に、この国
の冬は長くて過酷だ。一番寒い時期に
は、マイナス20度になることも。この間、
多くの女性は先祖代々伝わる技術を使
い、“ものづくり”に励んでいる。
　その中で、キルギスの観光産業への
貢献が期待されているのがフェルト製
品だ。そもそも遊牧系民族として生きて
きたキルギス人。衣食住の大部分が
“羊”と強く結び付いており、衣類、靴、
じゅうたんなどの原料はほとんどが羊
毛。ひと手間、ふた手間かけてフェルト

に加工し、丁寧に縫い合わせてさまざ
まな形へと仕上げていく。
　羊毛の質も良く、女性たちの技術も高
い。唯一、必要なのは売れるための工夫
だった。そこでＪＩＣＡはコミュニティー
開発の一環として、東部のイシククリ州
でデザインや品質の向上、生産グループ
の組織化、マーケット開発、輸送手段の
確保やファンドの創設などを支援。一つ
一つの取り組みが実を結び、昨年には
株式会社良品計画との連携が実現。彼
女たちが手掛けた製品がクリスマスギフ
トとして、日本全国の店頭に並んだ。
　「もっと良いものを作りたい」。そんな
思いが形になって生まれた製品は、世界
に一つしかないかけがえのないものだ。
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各家庭で作業を進めることが多かったが、村内で生産
グループを組織化することで大量生産が可能になった

寒冷地で紡がれたフェルトの小物

★フェルトのピアスを3人、バッグ、ベビーシューズ（13
センチ）、コースター、ポットカバー、コサージュ、シュシ
ュを各1人にプレゼント！→詳細は38ページへ

キルギス
イシククリ州

※一部の製品は愛知県春日井市の「Gallery Cafe Rosily」
（www.rosily.co.jp）で購入可能。
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PROFILE
1980年広島県出身。CMへの楽曲提供、ナレーショ
ン、映画、ドラマ音楽などで活躍中。全国各地でライブ
を行う一方、チャリティーイベントやセミナーに積極的
に参加。ホストマザーとしての実体験を交えたトーク＆
ライブが人気。2009年、地元広島と長崎をつなぎた
いと「ピースアンドラン事務局」を設立。「なんとかしな
きゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

　9年前から、東京の自宅で留学生
を受け入れています。きっかけは偶
然出会った中国人の留学生が、日本
で家を借りられず困っているのを知
ったこと。当時“反日感情”という言
葉が一人歩きしていたことも影響して
いたようなのですが、せっかく日本を
選んで来てくれたのに「日本はこんな
国なんだ」と思ってほしくなかった。
そこで私にできることは何だろうと考
えてたどり着いたのが、留学生のホス
トマザーになることだったのです。居
心地の良い“実家”のような環境を提
供し、日本での暮らしを楽しんでもら
えればいいなと。その数は一人、二人
と増え、これまでに26人の留学生と
生活を共にしてきました。
　私は学生時代を広島で過ごし、子
どものころから「平和教育」を受け
て育ちました。小学校の遠足は決ま
って原爆ドームのある平和記念公
園。戦争が起きた理由や原爆の被害
などについて調べたり、語り部さん
を訪問するなどの活動を通して、い

かに戦争が怖くて残酷なものなのか
を知りました。「憎み合うより分かり
合うほうが絶対にいい。そのために
はどうしたらいいんだろう」。子ども
ながらにそう考えていたのを覚えて
います。
　異なる文化や考え方を持つ人間同
士がぶつかるのは当然のことです。
私の家でもけんかはしょっちゅうです
（笑）。留学生は自分の意見をしっ
かりと持っている人が多いのです
が、日本人は協調性が強いせいか
はっきり“NO”と言えないことが多
い。でも真っすぐな彼らと接している
うちに、私も「人の目を気にしすぎ
ず、自分に正直に生きてみよう」と思
えるようになりました。
　私は彼らの“お母さん”なので、明
らかに間違っていることには注意を
します。でも、頭ごなしに否定するの
ではなく「こうした方がもっとみんな
が気持ちよく生活できると思うのだ
けど、どうかな」と話すようにしてい
ます。違いを排除するのではなく、と

ことん話し合う。これが玉城家のル
ールです。また、彼らとの生活は私の
音楽にも大きな影響を与えてくれて
います。うれしい時、悲しい時、けん
かした時・・・、いろいろな感情の歌
を作ることができるようになったと
思います。
　開発途上国に足を運んでみたいと
いう気持ちはもちろんあります。でも
今はこうして日本でできることをする
のが、私なりの国際協力だと思って
います。まずは日々の生活の中で“違
い”に触れてみること。それからボラ
ンティアでもフェアトレードでも、自
分の興味があることから始めてみて
はどうでしょうか。

私の 違いに触れることが国際協力の第一歩

TAMAKI Chiharu

photo by 土橋一夫（Surf’s Up Design）

シンガーソングライター 玉城 ちはる

『風になれば』
玉城ちはる 著
本分社
1,050円（税込）

歌、家族、ホストマザー、
愛、父親について綴っ
たエッセイ集が好評
発売中。
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